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第1章　 緒 論

成 熟動物腎臟 ノ排泄機能 ニ關 スル形態學 的研究 ハ生體 ニ於 ケル色素攝取 ト排泄 トノ研究 ニヨ

リテ長足 ノ進歩 ヲナ セルハ周知 ノ事實 ナ リ.胎 生期 腎臟 ノ排泄機能 ニ關 シテモ,單 純 ナル形態

學 的及 ビ發 生學 的研究 ニ ヨ リテハ其解決 ニ確 實 ナル根據 ヲ登 見ス ル能 ハザル ガ故 ニ成 熟動物腎

臟 ニ於 ケル ト同様,生 體 色素攝取 ノ應用 ニ ヨリテ,其 目的 ヲ達 セム ト企 テ タル學 者尠 カ ラズ,

然 レ ドモ哺乳動物胎 兒 ノ生體色 素攝取 ノ研 究ハ極 メテ困難 ニ シテ今 日マデ成 功 セ シバ,僅 カニ

妊娠 末期 ニ近 キ者 ノ ミナ リ.從 ツテ研 究 ノ多 クハ既 ニ後腎 發生 ノ後期 ニ屬 スル モ ノナ リ.後 腎

發 生 ノ初期 殊 ニ原腎 ノ生體色 素攝 取 及 ビ排泄 ノ研究 ニ成功 セ シ者 ナ シ.

今試 ニ原腎分泌機能ニ關スル形態學的方面 ヨリナサ レタル研究ヲ觀ルニ, Weber (1897)ハ 人胎ニツキ,

 Felix (1905)ハ 豚胎兒ニツキ,共 ニ原腎排泄機能ヲ否定シ, Nagel (19l5)ハ 發生學上又形態學上 ヨ リ推シテ

原腎ハ既ニ分泌作用アルモノナラント唱へ,又Brommann (1921)ノ 種 々ノ動物 ニツイテノ觀察ニヨレバ,原

腎小管上皮細胞,絲 毬體ノ構造ハ分泌機能旺盛ナル成熟腎臟 ノ腺上皮細胞 ニ酷似シ,一見 シテ排泄機能アル

如 ク思惟サルルモ,胎 生期ニ於テ所謂Kloake membranガ 未ダ外部ニ向ヒテ開 カザル時ニ已ニ分泌作用ア

リトスレバ,原 腎小管及ビWolff氏 管 ニ當然鬱滯現象ヲ來ササルベカラズ,シ カルニ原腎發育中何 レノ時期

ニ於テモ,サ ル現象ヲ認ムルコト能ハズ,此 點ヨリ見 レバ排泄作用ナシトスル方,正 シカラント記載セ リ.

又敷波氏(1926)ハ 妊娠第8週 マデノ初期人胎兒6例 ニツイテ,詳 細ナル外形的研究 ヲ行ハレタルガ,共 結

果ニヨレバ原腎ノ.發 育分化ガ進ムニツレテ,原 腎小管ノ一定部ニ規則的ニ罎状部ガ發生シ來 タルコトヲ證

明サレタリ,即 チ某罎状部ハ原腎小管内ニ蓄積スル分泌物ノ壓迫ニヨリテ生ズル者ニシテ,又 之 ト同時ニ其

腺上皮細胞 ノ性状ヨリ考ヘル時ハ,原 腎 ニハ恐 ラク相當ノ量 ノ分泌物ヲ排泄 スル機能ヲ有スル者ナラント

論及サレタリ,
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又Bonnet (1929)ニ ヨレバ原腎腺上皮細胞 ハ形態學的ニ見テ恐ラク分泌作用,ヲ營ムモノナランガ,腺 管内

ニ排泄セラレタル分泌物ハ再ビ吸収サレテ,胎 盤ヲ通シテ母體血行中ニ移行スルモノナラント云ハ リ.

Paul Ernsl (1925)ハ 豚胎兒 ノ原腎ニ分泌機能アリト云フ前提 ノ下ニ,原 腎小管内ニ出現スル所謂Sohaum

 strukturニ ツイヲ研究 シ,該 物質ハ原腎發育及ビ機能ノ消長ニ一定 ノ闘係ヲ有スルコト,即 チ分泌機能旺盛

ナル時ハ出現セズシテ,分 泌機能 ノ衰退スル時,次 第ニ多量ニ出現スト云ヘ リ.

Max Ernsb (1928)ハ 上記 ノPaul Erngtニ 做 ヒ豚 ノミナラズ,羊,猫,犬,兎,家 兎,山 羊,牛,モ グラ,マ

ウス,人 等 ノ諸動物ノ胎兒ニツイテ原腎ノ比較研究ヲ行ヒ,其 腺管腔内ニ存スルSohaumetruktur, Waben

struktur, Sohaumblaschen等 ノ意義ニツイテ次 ノ如ク論斷セリ.即 チ之等ノStrukturハ 原腎小管 ノ特ニ所

謂分泌管中ニ存在スルモノニシテ,腺 上皮細胞 ノ分泌作用ニ關係ヲ有シ,特 ニSchaumblaschenハ 共 存スル

部分 ノ上皮細胞 ノ變性萎縮 ヲ示スモノナリ.即 チSchaumblaschenハ 腺細胞旺盛期ヨリ以後ニ存在 シ,退 行

變性進ムニツレテ其數ヲ増加 シ,其 多クハ腺細胞 ノ管腔面ニ附着セ リト.

而シテ尚ホ同氏ニヨレバ該BlaschenハRanvier, Haidenheim等 ニ ヨリテ記載サ レタル水胞膿分泌物ニ

外ナラザルベシト,又 原腎ガ尿排泄器 トシテ全生涯止マリ,上 皮細胞 ニ少 シ ノ變性現象 ヲモ現ハサザル

Anamniern(無 羊膜類)ニ 於テハ斯 クノ如キB1aschenノ 出現ヲ見ルコトナシ,要 スルニ之等ノStrukturハ

分泌細胞ノ變性 ニヨリテ生ズルモノニシテ其分泌機能降下期ニ始メテ現ハルル者ナリトカ説セ リ.

以上略述セル如ク,從 來ノ多クノ研究家,特 ニ其原腎分泌機能ニ關スル所説ハ單ニ形態學上又ハ發生學上

ノ所見ニヨリテ之ヲ推定セラレタルニ止マリ,如何 ニモ隔靴掻痒ノ感ヲ脱セザルナ リ.

故 ニ多クノ先人學者モ恰モ成熟腎臟ニ生體染色 ガ應用サ レテ種々不明ナル點ヲ,ヨ リ明確ニセシ如ク,哺

乳動物胎生腎ニモ亦.生 體染色ヲ施シ,之 ニヨリテ研究ノ歩ヲ進メント苦心セ リ.然 シナガラ不幸ニシテ其

多クハ失敗ノ結果ニ陪レリ.即 チ胎盤「ジンチチウムJ細胞 ノ貧メニ母體血行中ニ注入セラレタル色素ハ胎

兒ニ移行スルコトヲ強ク妨ゲラレ,又 一方胎兒 ノ抵抗力薄弱ナル爲 メ,種 々ノ手術的操作ニヨ リテ其胎兒ハ

死亡又ハ流産ヲ招キヤスク,從 ツテ從來哺乳動物胎兒 ノ生體染色ハ甚ダ困難ナルコトト信ゼラレ,清 野氏モ

其著「生體染色ノ研究」(1929)ニ於テ,「哺乳動物 ノ妊娠初期ニ胎兒組繊ニ色素注入 ヲ行 フハ今日不可能ニシ

テ,特 ニ各發育時期ヲ通 ジテ細胞分化ニ伴 フ色素攝取 ノ變化ヲ知ルガ如キハ 手術 ノ困難ナルニヨリ哺乳動

物胎兒ニ於テハ施行シ難シ」ト嘆 ジ居レリ.

然 シナガラ.妊 娠末期ニ至 レバ胎兒,抵 抗カモ増加 シ,種 々ノ操作 ニヨリテ色素ヲ注入スルモ流産又ハ死

亡スル率少ク,從 ツテ此時期ニ環ケル後腎 ノ生體染色 ハ比較的多數 ノ研究家〔Frank (1913)井 岡(1917)

 Wiloski (1921)小 笠原(1924)吉 田,小 笠原(1926)松 澤(1924)岡 野(1926) Felix (1928)等 〕ニヨ リテ行ハ レ,

後 腎ノ第1次 曲細尿管上皮細胞 ニ於テ色素顆粒ヲ僅カニ,成 熟腎ニ類似セル状態ニ於テ 出現スルコトガ證

明サレタリ．即チ諸家ノ研究ニヨリ妊娠末期 ニ於ケル後腎 ノ分泌機能 ノ存ズルコトハ 今日殆 ド疑義 ヲ見ザ

ルニ至 レリ.

然 シ後腎發生期又ハ夫 レヨリ早期ニ,發生,發 育スル原腎 ニ於ケル生體染色 ヲ系統的ニ行ヒタル 文獻ハ未

ダ殆 ド發見サレザルナ リ,

尤 モ原腎生體染色ニ關 シテ系統的ニハ記載ナキモ.色 素ガ原腎組織ニ出現 スル コトヲ記載 セ ルモノニ

Frankenberger (1922)岡 村(1929)ノ 兩氏アリ.此 虞ニ之ヲ略記セン.
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Frankenbergerハ23mm及 ビ32mmノ 豚 ノ胎兒ヲ,妊 娠子宮ヲ開キテ取出シ,臍 血管ニ生理的食鹽水ニ

テ1%ニ ナシタル「メチーレン」青溶液ヲ注射セルニ原腎腺上皮細胞 ノChondriomelementeガ 青色ヲ呈ス

ルヲ見 タリ.即 チ先ヅ初 メニ細胞底 ニ青色ガ現ハレ,次 イデ細胞間ニ於テ,次 ニ上皮細胞 ノKutioulaSaum

ガ青 色ヲ呈 ス,即 チ之ニヨリテ原腎ハ色索分泌機能 アルコトヲ知ルト云 ヘリ.

又岡村氏ハ胎兒生體染色ヲ,松 澤氏胎児直接注射法ニ做ヒテ行ヘリ.即 チ妊娠家兎ヲ開腹 シテ子宮ヲ露出

シ,子 宮ヲ開クコトナクシテ,子 宮外ヨリ胎兒ニ種々1/ノ 「リチオンカル ミン」溶液ヲ注射シ, 24時 間後ニ

胎兒 ヲ取出シ,共 胎兒 ノ内1.8cm, 1.2cm, 0.5cmノ3胎 兒ニツイテ檢鏡 シ共全身ノ所見ヲ記載セ リ.其

内泌尿器ニツイテ,同 氏ノ記載ニヨレバ0.5cm胎 兒 ニ於テ已 ニ原腎 ノ初期原腎小管,初 期ボウマン氏嚢,

ミコレル氏管「メゼンヒーム」細胞ニ著明ニ色素顆粒ヲ現ハシ, 1.2cm胎 兒 ノ者ニ於テハ原腎小管 絲毬體,

ボウマン氏嚢等ハ色素顆粒ヲ著明ニ現ハシ,原 腎小管ハ顯微鏡下ニ大小不同 ノ圓形 又ハ長橢圓形 ノ斷面ヲ

現ハシ,其 上皮ハ強ク「カル ミン」紅色ヲ呈 シ,上 皮細胞中ニ於ケル色素顆粒ハ其數,形,位 置等種々ニシテ

一定セズ,又 原腎尾側ニ發生 シツツアル後腎 ノ腎盂.及 ビ輸尿管上皮及ビ間質ニ微細ナル色素顆粒 ヲ認 メ,

次 ニ1.8cm胎 兒(18日)ニ 於テハ色素出現状態ガ1.2㎝ 胎兒 ト大差ナケレドモ一般ニ微細點状 トナ リ,粗大

不正形ノ者減少セル傾向ヲ有シ,又 其後腎ハ1.2㎝ 胎兒 ノ者ト同様ナル所見ニシテ 色素顆粒攝取増大像ヲ

認メズト.

今岡村氏ノ原腎及ビ後腎ノ所見ヲ一覧ズルニ,小 胎兒ニ直接注射セル爲メカ, 0.5cm胎 兒 ニ於テモ腺上皮

細胞自身ガ明カニ平等染色ヲ呈セルコト,又0.5cm胎 兒 ニハ發生學上未ダ ミユレル氏管ノ發生ナキニ此時

期ニミユレル氏管 ノ所見ガ記載アルコト, 1.2cm胎 兒 乃至1.8cm胎 兒 ニ於テハ 原腎小管 ガ所謂分泌管,集合

管ニ形態學上分類サレテ且之等ガウオルフ氏管 ト共ニ一見 シテ明カニ區別サルニモカカハラズ 之等 ノ腺管

區分 ト色素攝取及ビ排泄 トノ關係ニツイテ 全ク記載ナキコト, 1.2㎝ 胎兒 ノ後腎 ト1.8cm胎 兒 ノ後腎 トハ

形態學上共發育程度ガ甚 シク差異アルニカカハラズ,色 素攝取状態ハ單純 ニ1.2㎝ 胎兒 ノ後腎 ノ者 ト大差

ナシト記載セルガ如キ首肯 シ難キ多數ノ疑義ヲ有セ リ.

要 スルニFrankenbegerノ 業蹟ハ實驗例少數ニシテ發育分化ニ伴 フ系統的觀察ニ缺グ所ア リ.又 岡村氏

ノ者ハ系統的觀察ヲ訣グハ勿論,上 記 ノ如キ多數疑點ヲ有スル爲 メ,之等ニヨ リテ原腎及ビ後腎ノ生體色素

攝取 ト排泄機能 ノ全般 ヲ知ルコト能ハザルナ リ.

故 ニ余 ハ如何 ニモ シテ胎兒 ノ各發生期 ヲ追 ヒテ系統的 ニ生體 染色 ヲ施 スコ トニ成功 シ,之 ニ

ヨ リテ コノ難問題 タル胎生時 ノ泌尿器 ノ發生 ト分泌機能 トノ關係 ヲ明 カニセ ン ト考 へ,種 々苦

心 セル結 果,幸 ニ シテ遂 ニ妊 娠前半期 ニ於 テモ比較的容易 ニ生體 染色 ヲ行 ヒ得 ルニ至 レリ.從

ツテ之 ヲ系 統的 ニ觀 察 スル コ トヲ得 テ,胎 生腎 ノ形態學 的發生分化 ト分泌機能發 現 トノ關係,

腺 管構造 ト分泌機能 トノ關係 又 ハ色素攝取機能分 化 ニ基 ク腺管 ノ部分 ノ區 分,又 之 ト從 來ノ

單純 ナル形態學 的根據 ニヨル腺管區別 ノ適否,原 腎發生,分 化及 ビ消滅 ノ後 腎排泄機態 トノ關

係 等 ノ諸 問題 ニツ イテ明 カニ決定 ズル コ トヲ得 タ リ.故 ニ此 處 ニ之 ヲ報 告 シ,此 ノ方面 ノ研究

家 ノ參考 ニ資 セン トスル モノナ リ.
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第2章　 實 驗 方 法

A)胎 兒生體染色ニツイテノ考察

胎兒 ニ所謂生體染色ヲ施シテ其發生,發 育 シツツアル各臟器組織ノ細胞分化ニ伴 フ色素攝取 ノ變化ヲ知

ラントスルハ,從 來多クノ研究家ノ喝望シテヤマザル所ナ リ.然 シナガラ今日吾人ガ生體染色ニ常用スル酸

性色索ヲ胎兒ニ移行セシメテ,顯 微鏡下ニ充分觀察スルコトハ極メテ困難ナル業ナル爲 メ,此 方面ノ研究ガ

今日マデ餘 リ進境ヲ見ザ リシナ リ.

今胎兒生體染色ヲ行 フニ,次 ノ4ツ ノ方法ガ考へ得 ラルナ リ.

1)母 體血行中ニ色素ヲ注射シヲ胎盤 ヲ通過セシメテ胎兒 ニ達セシムル方法.

2)胎 兒附屬物(胎 盤,臍 帶,卵 膜)中 ノ胎兒血行ニ色素 ヲ注射スル方法.

2)胎 兒 内直接注射法.

4)胎 水中ニ色素ヲ注入 シテ胎兒ニ移行セシムル方法.

從來多クノ學者ニヨリテ試 ミラレタル方法モ大凡此4種 ノ内ニ屬スルモノナルガ,今 ココニ 胎兒生體染

色 ノ方法ヲ論ズルガ本論文 ノ主旨ニアラザレバ.之 等 ノ文獻及 ビ其批判 ハ此處 ニ省略シ後 日ノ機會ニ之ヲ

詳論セントス.

而 シテ余ハ以上 ノ方法 ノ各々ヲ多數 ノ家兎ニツイテ 熱心ニ試 ミタルガ,其 結果 トシテ次ニ「余ノ方法」ト

ンテ述ブル方法ガ最モ良好ナル成績 ヲ得ルコトヲ認 メタリ.

而 シテ胎兒ニ生體染色ヲ行フニ當 リ,最 モ注意セザルベカラザルハ胎兒ニ出來ルダケ刺戟ヲ少クスルコ

ト勿論ニシテ,色 素特ニ「リチオンカルミン」ハ胎兒ニ對シ有毒ナル爲 メ,僅 カニ分量ヲ過 シタル時モ胎兒ハ

死亡シ易シ.此 色素 ヲ胎兒組織,特 ニ交尾後第13日 以前ノ小胎兒内ニ直接注射スル時ハ,如 何 ニ徐々ニ注

射スルモ又如何ニ少量注射スルモ,注 射ノ瞬間ニ全身ニ色素ガ漫延シテ胎兒ハ死亡 又ハ死ニ瀕 スル状態ニ

陷ルモノナリ.

而 シテ其多クノ場合臟器細胞ハ注入サレタル色素 ニヨリテ死後染色又ハ所謂平等染色 ヲ呈 スルニ至ル.

即チ其組織 ガ死ニ瀕スル時ハ普通状態ニ於テハ生體染色陰性 ナル者モ屡々陽性トナルモ ノニシテ往々之ヲ

正常 ノ生體色素攝取状態 ト誤ルコトアリ.爲 メニ余ハ其組織ニ於テ細胞ガ平等染色 ヲ現シ居ル時ハ 其實驗

例ハ不成功例 トシテ全然放棄セリ.故 ニ余ハ上ニ述ベタル第3法 即チ胎兒内直接注射ハ 檢査法 トシテ不適

當ナリトシ,特 ニ之ヲ避ケタリ.

B)余 ノ方法

手術室ノ温度ハ普通 ノ室温ニテ可 ナリ.而 シテ家兎 ニ於テハ 深キ麻睡ヲ要セズ.型 ノ如 ク消毒シテ開腹

シ,妊 娠子宮ヲ取出シ,妊 娠球部ヲ左手ニテ胎盤部ヲ下 ニシテ固定 シ,共 球部ヲ透見 シ,胎 盤附着部 ノ僅カ

ニ上方ニテ注射針 ヲ入 レ,水 平ニ胎盤ニ觸 レザル様ニ進 ミ,球 状部ノ中心ニ達シ,此 處ニ必要量ノ色素ヲ注

射スルナ リ.此 ノ如 クアル時ハ注射後1時 間乃至1時30分 ニシテ既ニ原腎,又 ハ後腎 ノ腺上皮及ビ腺管内

ニ該色素ガ出現セルヲ見ル.勿 論此際注射ヲ成ル可ク胎兒ニ觸 レシメヌ様注意セザルべカラズ.

家兎 ノ臍血管ハ胎盤 ニ達セザル前 ニ已ニ比較的多クノ分枝ヲ有スルガ,此 分枝ノ間ニ色素ガ 注射サルル

ナ リ.而 シテ色素ハ勿論胎水中ニ擴散サルルガ,主 トシテ胎盤 ノ胎兒面ヲ被 フ卵膜上皮 ニヨリテ吸収サ レ.
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其外側ニ存スル胎兒血行ニ移行シ,遂 ニ胎兒 ニ至ル者 ト信ゼラル.

又余ハ試 ミニ,妊 娠球状部 ノ胎盤附着部反對極 ニ於テ胎水中ニ色素 ヲ入レタルニ,胎兒 ニ色素ハ移行スル

モ胎盤側ニ注射スルヨリ遙カニ弱 シ.此 際卵黄膜ハ色素吸収 ニ餘 リ關係ヲ有セザルセノノ如 シ.

以 上述ベタル余 ノ方法 ニヨリテ墨汁ヲ注射スル時、其墨子ガ胎兒諸組織ニ貪喰サレ居ルコト屡々アルヲ

見テ,卵 膜血行又ハ臍血行ニ色素ガ直接 ニ注入サルル場合モアリト思ハル.

之等 ノ關係及ビ羊膜,尿 嚢,卵 黄嚢等 トノ關係ニツイテハ文ヲ新メテ後日尚ホ記載スル所 アラントス.

之 ヲ要スルニ余ノ方法ハ主 トシテ色素ヲ胎盤 ノ胎兒面ヨリ吸収セシムル方法 ニシテ,從 ツテ色素ハ徐々

ニ胎兒ニ移行スル爲 メニ,胎 兒ニ急激ナル刺戟ヲ與ヘルコト少 ク,爲 メニ胎兒 ノ死亡率,他 ノ方法 ニ比シテ

非常ニ少 シ.

以上ノ如クシテ注射ヲ終へ,腹 ヲ閉ヂ, 24時 間後ニ再 ビ開腹 シテ胎兒 ヲ摘出シ, 1%「 ホルマリン」ニ固定

シ,「パラヒ ン」切片 トシ,「ヘマトキシリン」單染色ヲ施シテ檢査 ニ供セ リ.

色 素ハ主 トシテ「リチオンカルミン」ヲ使用ス,媒 溶 トシテ リンゲル氏溶ヲ用ヒ タリ.而 シテ液ハ數日毎ニ

新ニ作 リ,注 射時ニ體温ニ加温セ リ.液 ノ製作後餘 リ時日ヲ經過セル者ハ染色力微弱ナル如シ.

濃度ハ其發育程度ニヨリテ種々ニ變化セリ.即 チ交尾後第10日 ノ者ニハ0.15%乃 至0.2%ト ナ シ,夫 レ

ヨリ次第 ニ増加 シテ交尾後第15日 ノ者ニハ0.5%,交 尾後第20日 ノ者ニハ1%ト ナセ リ.之 ヨリ末期ニ至

ルマデ%ヲ 増加セズ.

分量モ其發育ニヨリテ種々 ニ シテ交尾後第10日 ニシテ0.1cc次 第 ニ増加 シテ交尾後第15日 ニ シテ

0.35cc乃 至0.4cc,第20日 ニシテ0.7cc宋 期 ニ於テハ1.0cc, 1.5cc, 2.0ccト セ リ.

妊 娠前牛期 ノ初期 ノ者ニハ分量ヲ特ニ注意ヲ要 シ,少 シ多過ギル時ハ胎兒ハ直ニ死亡スルナ リ.

第3章　 實 験 例

哺乳動物ニ於テ,最 モ原始時代 ニ發生ズル前腎ハ,僅 カニ痕跡的ニ極メテ短時間中存スルノミニテ直ニ消

失 シ唯,前 腎管 ノミガ殘存 シテ,次 ニ發生スル原腎管〔Wolff氏 管(以 後W氏 管 ト略記ス)又 ハ原始輸尿管〕

ノ最頭端部 ヲ成形スルニ過ギズ.從 ツテ前腎機能ヲ生體染色ニヨ リテ檢スルコトハ 甚ダ困難 ニシテ余ノ努

力,苦 心モ遂ニ未ダ其目的ヲ達スルニ至 ラズ.故 ニ余ハ此點ハ後日ノ研究ニ讓 リ原腎,後 腎ノ研究ニカヲ盡

セ リ.

余 ノ研究材料 トシテハ前述 ノ方法ニヨリテ生體染色 ヲ行ヘル 多數ノ家兎胎兒中,生 體染色 ノ成功セルモ

ノヲ選ビタリ.而 シテ余ノ方法ニヨリテハ同腹 ノ胎兒 ト難モ一様ニ同程度ニ生體染色 ヲ來 タス能ハズ,爲 メ

ニ其中ニテ肉眼的ニ最モ著明ニ「カルミン」紅色 ヲ呈セル者ヲ選 ビテ檢査ニ供セリ.

即 チ交尾後第10日 及ビ第11日 ノ各2胎 兒,第12日,第13日 ノ各3胎 兒,第14日 胎兒,第15日 ノ5胎

兒,第16日,第17目,第18日,第19日,第20日,第21日,第22日,第23日,第24日,第25日 ノ各3胎

兒,他 ニ第26日,第27日,第28日,第29日,第30日 ノ各1胎 兒,合 計54胎 兒 ニ就テ檢査セリ.

交尾後第10日 胎兒(身 長平均0.43cm)

第10日 胎兒7頭 側1/3ノ部分ニ於テ横斷切片ヲ作 リテ之ヲ鏡檢スルニ,所Myotomノ 外下方ニシテ,大

動脉原基 ノ外上方ニ, W氏 管 原基及ビ原腎小管原基ヲ認ム.
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W氏 管 原基ニハ僅カニ内腔ヲ見ルモ,原 腎小管原基ニハ未其内腔ヲ見ズ,而 シテ原腎 ノ尾部 ヲ見 ルニ,發

育分化遲 レ,原 腎小管, W氏 管 原基共 ニ内腔ヲ認 メズ.

而 シテ之等 ノ上皮細胞ハ共ニ幼若ニンテ,核 モ,原 形質モ,「ヘマトキシリン」ニ濃染色性ニシテ,分 核像

ヲ現ハス者多 シ.而 シテ之等原基 ノ何 レノ部分ニモ「カルミン」顆粒又ハ「カルミン」沈澱物ヲ認メズ.

唯之等原基ニ介在スル鬆粗ナル間質組織中ニ「カルミン」顆粒ヲ有スル細胞ガ少數散在 スルヲ見ル.此 細

胞ハ比較的大形 ニシテ多ク圓形ヲ呈 シ,原 形質中等量,核 ハ圓形又ハ橢圓形ニシテ少シク扁在 シ「クロマチ

ン」ニ富ム,此 原形質中ニ於ケル「カルミン」顆粒ハ比較的大滴状ヲ呈 シ, 2箇 又 ハ3箇 ニシテ濃度濃ク一種

ノ強キ光澤ヲ有ス.之 ハ哺乳動物胎生時ニ於ケル血球發育分化 ノ研究ニ於テ清野,中 院兩氏ガ胎生期造血第

2期 ニ於テ發生スルモノニシテ,成 熟動物ノ組織球ニ近似ノ性質ヲ有スルモノトシテ命名セシ所謂類組織球

ナ リト認ムべキモノト信ゼラル.而 シテ此 ノ如キ細胞 ハ腺管原基 ノ周邊ニ集ル傾向ヲ有ス.

交尾後第11日(身 長平均0.53㎝)

第1例0.5cm胎 兒 ニ於テハ原腎發育第10日 ノ者ヨリ餘程進 ミ,其 頭部ニ於テハBowman氏 嚢(以 後ハB

氏嚢 ト略記ス),絲 毬體,原 腎小管等ノ發育初期 ノ者及ビW氏 管ヲ認ム.即 チB氏 嚢發育尚ホ初期ニシテ,

共外板上皮ハ稍々扁平紡錘形 ヲ呈スレ ドモ,内 板上皮ハ未ダ骸子形ヲ呈シ,内 外兩板ニテ凹面ヲ作 リ,其 中

ニ絲毬體原基ヲ容ル.

原腎頭部ニ於テハ原腎小管ハ内腔明カニシテ, B氏 嚢 ニ連ナル部分 ノ小管上皮細胞 ノ原形質ハ稍々顆粒

状ヲ呈シ,他 ノ部分 ノ小管上皮細胞ハ顆粒状ヲ呈セズシテ稍々透明ナリ.其 兩部上皮細胞 ノ核ハ形態的ニ區

別スルコト能ハザ レドモ,原 腎頭部ニ於ケル初期原腎小管ニハ已ニ形態的ニ區別ガ生 ジツツアルコトガ認

メラル,此 原腎小管周圍 ノ「メゼンヒーム」組織ハ極メテ鬆粗ニシテ腺管ニ未ダ固有膜 ヲ認メズ.

本例ニ於テハB氏 嚢,原 腎小管, W氏 管 ノ各上皮細胞「カル ミン」ヲ見ズ,唯 絲毬體原基 ノ血管外 ニ時ニ

細微點状 ノ少數ノ「カル ミン」顆粒 ヲ有スル類組織球ヲ見ルコトア リ.

又之等腺管間ニ介在スル間質組織内ニハ前例ニ於ケル ト同 ジ程度ニ所謂類組織球 ガ處々ニ散在セルヲ見

ル.

然ルニ原腎小管ノB氏 嚢ニ連ナル部分 ノ内腔 ニハ,極 メテ稀薄ナル「カルミン」沈澱物 ノ少量ヲ認ム.是

レ實ニ原腎發育分化 過程ニ於テ,注 入セラレタル「カル ミン」ガ「メゼ ンヒーム」組織以外 ノ 原腎組織内ニ

出現セル最初ナリト認ム.

第1例 ヨリ稍々發育セリト思ハルル第2例(0.55㎝ 胎兒)ニ 於テハ,已 ニ腺上皮細胞内ニ「カル ミン」顆粒

ヲ認メタリ.是 レ實ニ原腎發育 ノ最モ初期ニ於ケル腺細胞ノ生體色素攝取ナリトス.

即 チ第2例 ノ原腎頭部ニ存スル2, 3ノ 絲毬體, B氏 嚢,原 腎小管ニ僅 カニ「カルミン」顆粒 ヲ有スルコト

ヲ認ム.就 中原腎小管ニ於ケル「カル ミン」顆粒ガ著明ニシテ, B氏 嚢 ニ連ナル原腎小管上皮細胞ハ其原形質

稍々顆粒状ニシテ,核 ハ圓形,細 胞 ノ中央ニ位ス.カ カル上皮細胞ニ「カル ミン」顆粒ヲ見ル.

此「カル ミン」顆粒 ヲ詳細ニ觀ルニ,一 般ニ色調弱ク,濃 度モ濃キ者,淡 キ者,混 在 シ,其 大サモ種々ニテ

一定ゼズ,其 形ハ多クハ微細霜状ナリ.而 シテ多 クハ細胞基底部ニ存スレドモ,上 皮細胞ニヨリテハ,其 位

置不定 ニシテ管腔面ニ近ク散在スルコトア リ. W氏 管 ニ近キ原腎小管ノ上皮細胞ノ原形質ハ顆粒状ナラズ

シテ,稍 々透明ナリ,カ カル上皮細胞 ニハ「カルミン」顆粒ヲ認ムルコト能ハザルナリ.
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コノ「カル ミン」攝取状態ハ充分發育セル原腎小管上皮細胞ニ於ケル 状態 ト略ボ一致 シ,其 程度ハ輕ケレ

ドモ共意味ハ同様ナリト認 メラル,即 チ原腎小管上皮細胞 ノ分泌機能 卜密接ナル 關係ヲ有スルモノナリト

認 メ得ベク,從 ツテ「カル ミン」顆粒 ノ存スル部分ハ今後所謂分泌管(Tubulus secretoriua)ニ 發育スベキ部

分 ニシテ,「カル ミン」顆粒 ヲ認 メザル 部分ハ所謂集合管(Tubulus collectivus)ニ 發育スべキ部分ナリト認

ム.

コノ原腎小管ハ固有膜 ヲ有 シ,其 固有膜細胞 ニ時ニ比較的濃キ「カルミン」顆粒 ヲ現ハス事アリ,此 「カル

ミン」顆粒ハ腺上皮細胞ニ於ケル者ヨリモ濃ク,顆 粒大ナリ.

B氏 嚢ハ内外2板 共 ニ上皮細胞ハ扁平防錘形ヲ呈 シ,核 ハ圓形又ハ僅カニ横橢圓形 ニシテ,内 板ハ多少波

状ニ彎曲ス.

共内外2板 ノ上皮細胞ハ共ニ「カルミン」攝取陽性ナ リ.即 チ微細點状ナレドモ 濃キ「カル ミン」顆粒ヲ核

ノ兩極ニ現ハス,其 數僅少ニシテ一細胞ニ2, 3箇 ニ過ギズ.

而 シテ其「カルミン」顆粒ガ融合 シテ大顆粒若クハ滴状ヲ形成 セルモノヲ認 ムルコトナシ.又 此「カル ミ

ン」攝取状態ハB氏 嚢 ノ何レノ部分モ殆 ド同様ナ リ.然 シB氏 嚢 ト原腎小管 トノ移行部ハ形態的ニモ上皮

細胞ガ徐々ニ移行セルガ,色 素攝取状態モ徐々ニ移行セリ.

絲毬體 ノ内皮細胞ニ於テモB氏 嚢上皮細胞ニ於ケルト殆 ド同様ナル「カル ミン」顆粒 ヲ認 ム.而 シテ其含

有顆粒數ハ一般ニ少數ナレドモ,時 ニ比較的多數ヲ有スルコトアリ,コ ノ多數ノ「カル ミン」顆粒ヲ有スル内.

皮細胞ハ他ノ内皮細胞ヨリモ原形質ニ富 ミ,血管腔内ニ突出セルヲ見ルコトアリ.

以 上述べタル第1例 竝ニ第2例 ニ於テハ共ニ原腎ニ「カルミン」攝取 ト排泄 トヲ現ハス ノミナラズ肝臟原

基 ノ血管内皮細胞ニハ屡々明カニ生體色素攝取顆粒ヲ現ハシ,又 其他 ノ臟器例之眼球硝子體,及 ビ水晶體内

或ヒハ其他一般「メゼンヒーム」組織内ニ於テモ生體色素攝取顆粒ヲ有スル所謂類組織ヲ散見スルコトヲ得.

交尾後第12日(身 長平均0.65cm)

肉眼的所見

胎兒小ナル爲メ未ダ原腎 ヲ區別 シテ認ムルコト能ハズ.

顯微鏡的所見

原腎ハ頭側ハ肺原基直下ヨリ尾側ハ骨盤内ニ至ル長サヲ有ス.未 ダ體腔中ニ餘 リ突出セズ,其 體腔面ハ體

腔上皮細胞ニテ覆ハレ,原 腎中央部ニ於テハ其上皮細胞ガ重積 シテ所謂胚上皮 ノ原基ヲ形成ス.

今假ニ頭部,中 部,尾 部ノ3部 分 ニ分チテ記述セントス.

1)頭 部:原 腎ノ最頭端部ニシテ最初ニ發生,發 育スル部分ナリ.之 ニ絲毬體, B氏 嚢.原 腎小管, W氏

管 及ビ間質ヲ認ム.

a)絲 毬 體.絲 毬體ハ未ダ複雜ナル絲毬ヲ形成セズ. B氏 嚢 内板 ニツツマル.内 皮細胞ノ原形質中ニ,核

ノ兩極ニ於テ少數ノ「カルミン」顆粒ヲ有ス.共 「カル ミン」顆粒ノ性状ハ第11日 ノ者 ト略ボ同様ナリ.又 時

ニ之ヲ有セザル内皮細胞モアリ.

血管 ト血管 トノ間隙及ビ血管腔内ニ時ニ滴状「カルミン」顆粒ヲ有スル 所謂類組織球ヲ認ムルコトアリ.

血管内腔中ニハ少數 ノ有核赤血球 ヲ見ル.

b) B氏 嚢.内 外2板 ヨリナル.外 板上皮細胞ハ單層紡錘形細胞ニシテ,原 形質少量ニシテ比較的透明ナ
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リ.核ハ圓形ニシテ中央 ニアリ,「クロマチ ン」ニ富ム.

而 シテ「カルミン」ハ主 トシテ核 ノ兩端ニ存 シ,濃 キ微細點状ヲ呈シ,其 數餘 リ多カラズ,又 「カルミン」顆

粒 ヲ有セザル上皮細胞モ處々ニ散見 ス. B氏 嚢 ノ何レノ部分モ色素攝取状態殆 ド同様ナリ.原腎小管ヘノ移

行部上皮細胞内ニハ第11日 例 ト同ジク徐々ニ色素顆粒ヲ増加ス.

内板上皮細胞 ハ外板上皮細胞ヨリ,ヨ リ扁平ナル紡錘形ヲ呈シ,内 板ハ中等度二彎曲走行ス.「 カル ミン」

攝取状態ハ外板上皮ヨリ稍々微弱ニシテ,「 カル ミン」顆粒ノ濃度,大 サハ殆 ド同様ナレドモ數少ク 又之ヲ

有セザル上皮細胞 ノ數ガ比較的多シ.

内外兩板間腔即チB氏 嚢腔 ニハ「カル ミン」帶色内容物ヲ認メズ.

c)原 腎小管.形 態的ニ2部 分 ヲ區別シ得,第11日 第2例 ニ於テモ,其 區別 ヲ僅力ニ認 メタルガ,本 例ニ

於テハ所謂分泌管ニ相當スル部分ノ上皮細胞 ノ原形質ハ 稍々明カニ顆粒状 トナリ,又 所謂集合管ニ相當ス

ル部ノ上皮細胞 ノ原形質ハ稍々透明ナリ,然 シ未ダ兩者ノ細胞 ノ形,核 ノ形,核 ノ位置等ニ區例ヲ認ムルコ

トヲ得 ズ.

所謂分泌管ニ相當スル部 ノ上皮細胞中ニ於ケル「カルミン」顆粒ハ比較的多數ニシテ 微細點状ヲ呈スレド

モ未ダ濃度一定セズ,濃 キ者,薄 キ者ヲ混在ス.又 共位置モ多 クノ顆粒ハ細胞基底部ニ存スレドモ時ニ管腔

面ニ近ク存スルモノモアリ.

又此部 ノ管腔中ニ時 トシテ上皮細胞内ノ「カルミン」顆粒ヨリ僅カニ色淡キ「カル ミン」沈澱物ヲ少量認ム

ルコトアリ.

次ニW氏 管ニ連ナル部分 部チ所謂集合管ニ相當スベキ 部分 ノ上皮細胞中ニハ「カル ミン」顆粒ヲ全然認

メズ・然シ此管腔内ニハ所謂分泌管腔内ニ於テ見ル「カルミン」沈澱 ノ「カル ミン」色ヨリ濃キ 紅色 ノ沈澱物

ヲ屡々見ル.

此沈澱物ハ又時ニ其部ノ上皮細胞 ノ管腔面ニ接 シテ存ズルコ トアルモ,其 細胞 ノ原形質中 ニハ「カルミ

ン」顆粒ヲ現ハスコトナシ.

而 シテ所謂分泌管ニ相當スル部分 ノ固有膜細胞ハ 時ニ「カルミン」顆粒ヲ有ス.該 顆粒ハ上皮細胞 内ニ於

ケルモノニ比シ濃度濃 ク滴状ニ.シテ全ク異ナリ,寧 口「メゼンヒーム」中ニ存 ズル所謂類組織中ニ存スル顆

粒 ニ類似セリ.又 集合管 ニ相當スル部分 ノ固有膜細胞 ニハ「カルミン」顆粒ヲ有スルモノ全クナシ.

原腎小管ノ各部分ハ以上述べタル如ク形態的ニモ稍々明カニ2部 分ニ區別サルルガ 色素攝取状態モ徐々

ニ移行スルコトナク全ク明瞭ニ區別サルルナリ.

d) W氏 管.其 上皮細胞 ニ色素顆粒ヲ全ク認 メズ.但 シ其腔内中ニ原腎小管中ニ見ルヨリハ稍々濃キ「カ

ル ミン」紅色 ヲ呈セル沈澱物ヲ見ル.

e)間 質組織.間 質細胞自身ニハ色素顆粒 ヲ見ズ,但 シ所謂類組織球ガ前例 ト同 ジ程度 ニ散在セルヲ見

ル.其 性状モ前例同様ナ リ.

2)中 部:本 部ハ頭部ニ比 シテ發育分化 ノ度一般 ニ未ダ弱キモ,既 ニB氏 嚢,絲 毬體,原 腎小管, W氏

管,間 質等 ノ分化,發 育アルコトヲ認ム.

a)絲 毬體.頭 部ニ於ケル者ヨリ尚ホ簡單ナ リ.而 シテ其血管内皮細胞 ノ「カルミン」攝取状態ハ 頭部ニ

於ケル者 ト殆 ド同様ナレドモ,其 數一層少 シ.
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而シテ頭部絲毬體ニ於ケル如 ク血管内及 ビ血管外 ニ所謂類組織 ノ存スルヲ屡々認ム.

b) B氏 嚢.頭 部,者 ト殆 ド同様ナレドモ内板 ノ變曲走行甚ダ弱シ.然 シ内外兩板上皮細胞 ニハ「カルミ

ン」顆粒 ヲ認ム.而 シテ頭部ニ比シテ其數少 キ他ハ其状態殆 ド同様ナ リ.

c)原 腎 小管.頭 部ニ於ケル如ク形態的ニ明カニ2部 ヲ區別シ能ハザルモ, B氏 嚢 ニ連ナル部分ノ上皮細

胞原形質ハ稍々顆粒性ニシテ, W氏 管 ニ連ナル部分ノ上皮細胞原形質ハ透明ナリ.其 他ニ兩者ノ區別點ヲ

見出スコト困難ナク.

然 シ「カルミン」攝取状態 ヨリ見レバ明カニ兩者區別サレ,即 チ前者ハ「カルミン」攝取顆粒ヲ現シ,後 者ハ

全然該顧粒ヲ現ハサズ.而 シテ其上皮細胞内ノ「カルミン」顆粒 ハ色調モ弱ク濃度モ多少濃キ者,全 然淡 キ者

等種々混在 シ多 ク滴状ヲ呈 ン,原 形質中ニ於ケル位置一定セズ.而 シテ此相異レル上皮細胞 ヨリナル兩部ノ

境界ハ明瞭ナリ.又 固有細胞モB氏 嚢ニ近キ部ニテハ時ニ「カル ミン」顆粒ヲ現シ, W氏 管ニ近キ部分 ノモ

ノニハ該顆粒ナシ.

此處ニ注意スベキハ中部ノ尾方ニ於ケル原腎小管ハB氏 嚢 ニ連ナル部 トW氏 管ニ連ナル部 トニ於テ,上

述セル如 キ形態的區別點ヲ多少現ハスモ兩者共ニ「カルミン」顆粒 ヲ全 ク現ハサズ.唯 其内腔 ニ稀薄ナル「カ

ル ミン」色 ノ内容物ヲ認ムルノミナリ.

故 ニ中部ニ於テ,頭 側ニ於ケル腺管ニハ「カルミン」顆粒アルモ尾側 ニ至 ル程衣第ニ減少 シ,且 色調,濃 度

共ニ弱クナリ遂ニ認メラレザルニ至ル.

d) W氏 管.頭 部 ト同 ジ,但 シ管腔中ニ於ケル「カルミノ」内容物多少少キ感アリ.

e)間 質組織.頭 部 ト同様ナ リ.

3)尾 部:一 般ニ發育分化最モ遲 レタル部分ナレ ドモ初期ノB氏 嚢.絲 毬體,原 腎小管, W氏 管 及ビ間

質組織等 ノ發育分化ア リ.

a)絲 毬 體.多 クハ初期B氏 嚢ヲ見ルノミニシテ殆 ド絲毬體ノ發生ヲ見ズ,時 ニ彎曲セルB氏 嚢 ノ凹面

ニ僅カニ1箇 又ハ2箇 ノ有核赤血球ヲ有スル毛細管 ノ容 ルアレドモ,其 内皮細胞ニ「カルミン」顆粒ヲ認ム

ルコトナ久 又上記 ノ如キ所謂類組織球ヲ見ズ.

b) B氏 嚢.第11日 胎 兒ノ原腎中部ニ於ケル如ク,未 ダ嚢状ヲ形成セズ,多 クハ匙状ヲ呈ズルノミナ リ.

内外2板 共ニ上皮細胞ハ核 ノ原形質ガ「ヘマトキシリン」ニ濃染色性ニシテ多數ノ分核豫ヲ現シ,「カル ミン」

顆粒全ク認 メラレズ,又 内外2板 間ニ「カル ミン」内容物ハ認 メラレズ.

c)原 腎小管.小 管上皮細胞ハ多數ノ分核豫ヲ現シ,核 竝 ニ原形質共ニ「ヘマ トキシリン」ニ濃染 シ,原

形質 ノ顆粒性ヲ呈 スルコトナク,特 ニ「カルミン」顆粒ハ全然認 メラレズ.但 シB氏 嚢ニ直接連ナル小管腔

内ニハ時ニ極 メテ稀薄 ニ「カル ミン」ニ著染セル内容物ヲ見ルコトア リ.

d) W氏 管 上皮細胞中ニ「カルミン」顆粒ヲ認 メズ.其 腔内ニハ時ニ淡キ「カル ミン」著色内容物ヲ見ル

コトア リ.

e)間 質組織.中 部ニ於ケルト同様ナリ.此 部ニ存 スル上記 ノ如キ所謂類組織球ハ 中部 ニ比シテ特ニ増

減 ヲ認 メズ.

而 シテ尾部 ノ最尾端ニ於ケル2, 3ノ 腺 管ニ於テ「カルミン」顆粒ハ認 メラレザルモ管腔内ニ 稍々濃キ「カ

ル ミン」沈澱物ヲ見ルコトア リ.
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以上記述セル所 ニヨリテ明カナル如 ク,交 尾後第12日 胎兒ノ原腎ニ於テハ絲毬體, B氏 嚢,及 ビ原腎小管

等ノ各部分ニ於ケル生體「カルミン」攝取顆粒ハ頭部ニ最モ顯著ニ發現シ,コ レヨリ尾側ニ向 フニ從ヒ,漸 次

輕度 トナリ,尾 部ニ於テハ未ダ全 ク發現セザルモノナ リ.

交尾後第13日 胎兒(身 長平均0.7Acm)

A)原 腎:

此時期ニ於テハ原腎頭部ニ原腎腺組織 ノ變性,萎 縮ガ始 マリ,又 尾端ニ於テハ後腎ノ最初 ノ原基 ヲ生ズ

而シテ絲毬體, B氏 嚢,原 腎小管, W氏 管等 ノ發育分化ハ最頭端部ガ最モ進 ミ,尾 方ニ向フ程遲レ居レド

モ,尾 方ノ者 ト雖 ドモ交尾後第12日 胎兒原腎ノ最頭端部ノ程度ニ分化發育セルコトヲ認ム.即 チ頭部 ト尾

部 トノ發育 ノ差ガ第12日 以前ノ者程甚シカラズ.

次 ニ發育分化最モ進 ミタル頭部ノ所見ニツイテ記述セントス.

a)絲 毬 體.毛 細血管 ノ走行益々複雜 トナ リ,所 謂絲毬 ヲ作ル.此 毛細血管内皮細胞 ノ核兩側 ニ於テ,微

細ナル小點状ノ「カル ミン」顆粒ヲ少數認ム.然 シ此顆粒ヲ有セザル内皮細胞モ比較的多數認メラル.而 シテ

「カルミン」顆粒ヲ有スル内皮細胞 ト有セザル者 トハ 形態的ニ大ナル差違ヲ認 メズ.血 管間際又ハ時ニ血管

腔中ニ上記 ノ所謂類組織ヲ認ム.而 シテ此類組織球ハ一絲毬體ノ一斷面ニ, 1箇 又ハ2箇 ヲ認ム.

b) B氏 嚢.此 時期ヨリ後ニ於テハ, B氏 嚢 内板ハ複雜ナ ル絲毬體 ノ血管内皮細胞 ト混在シ,明 カニ區

別シ難シ.

外 板上皮細胞ニハ前例 ト同様,核 ノ兩極ニ微細ナル小點状 ノ濃厚 ナル「カル ミン」顆粒ヲ少數認 メラル.

而 シテ,該 顆粒ハ原腎小管附着部ニ多數ニシテ,反 對極ニ至ルニ從ヒ徐々ニ減少 スル傾向ヲ有ス.但 シ其

「カルミン」顆粒 ノ性状ニ差違ナシ.

原腎小管ガB氏 嚢ニ移行スル部分ニ於ケル「カルミン」顆粒ハ, B氏 嚢 ヨリ小管ノ方ニ向ツテ 徐々ニ増加

ス.

B氏 嚢腔内ニハ「カルミン」著染内容物ヲ認メズ.

c)原 腎小管.小 管ハ發育分化ニヨリテ長サ,及 ビ彎曲ノ度ヲ増ス.而 シテ「カルミン」顆粒ヲ現ハズ部分

ト全 ク現ハサザル部分 トアルハ前例 ト同様ナレドモ,形 態學的ニモ稍々著明ニ區別 ヲ生ズ.即 チB氏 嚢昌連

續スル部分即チ從來分泌管(Tubulus secretorius)ト 稱 セラルル部分 ノ上皮細胞ハ 長 ミヲ 帶ビタル骰子形

ニシテ,顆 粒状ノ原形質ニ富ミ,核 ハ寧 口長橢圓形ニ近ク,細 胞 ニ位シ,「クロマチ ン」ニ富ム.又W氏 管ニ

連續セル部分即チ集合管(Tubulus colleetivue)ト稱セラルル部分 ノ上皮細胞ハ 低キ骸子形ヲ呈 シ,透 明ナ

ル原形質ヲ有シ,核 ハヤハ リ「クロマチン」ニ富 ミ,圓形 ニシテ比較的大形,多 ク細胞體 ノ中央部ニ位ス.即

チ兩者ハ形態的ニ略ボ明カニ區別サルルナリ.

次 ニ「カルミン」顆粒ヲ有スル所謂分泌管ヲ詳細ニ觀ルニ, B氏 嚢 ニ近キモノ程「カルミン」顆粒多數ニシ

テ,濃 度モ濃ク,主 トシテ細胞基底部又ハ核周圍ニ集合 シ,小 點状又ハ融合シテ多角形 ヲ呈ス レドモ,之 ヲ

離ルルニ從ヒ,即 チ集合管ニ近キ部分ニ於テハ「カルミン」顆粒ガ少數ニシテ且細胞内ニ於ケル其位置ガ不

定ニナル傾向ヲ有ス.

以 上ノ如 ク,所 謂分泌管 ト所謂集合管 トノ鑑別ハ,其 上皮細胞 ノ單ナル形態學的性状 ノ相違ニヨリテモ略

ボ明カナルガ,其 生體色素攝取 ノ状態ニヨリテ特ニ明瞭ニ區 別スルコトヲ得.
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即チ色素顆粒ヲ有ズル部分 ト有セザル部分 トガ明瞭ニ境界セ リ.

分 泌管固有膜細胞ハ時ニ「カルミン」顆粒ヲ有 シ,其 集合管ニ於ケル者ハ全 ク之ヲ有セズ.但 「カル きン」顆

粒ヲ有スル固有膜細胞 ノ數ハ前例ニ比シテ増減ヲ見ズ.

此時期ニ於テハ分泌管腔内ニ「カルミン」著染内容物 ヲルコト稀ニシテ,集 合管腔内ニハ 比較的濃厚ナル

「カル ミン」紅色内容物ヲ處々ニ見ルナ リ.

d) W氏 管.上 皮細胞中ニ「カルミン」顆粒 ヲ全然認 メズ.其 腔内ニ「カル ミン」紅色内容物ヲ見ルコト前

例 ト同様ナ リ.

e)間 質組織.前 述セル如キ「カル ミン」顆粒ヲ有スル所謂類組織球ヲ處々ニ散見スルコトヲ得,其 數前

例ニ比シテ殆 ド,増 減ヲ認 メズ.

B)後 腎;

尾 端ニ後腎原基ノ發生ヲ見 レドモ,其造腎組織中ニ綾生シツツアル原始腺細胞ハ未ダ全ク幼若ニシテ,核,

原形質共 ニ「ヘマ トキシリン」ニ濃染性ニシテ,多 數 ノ分核像ヲ現ハス.

而 シヲ斯クノ如キ發育状態ニ於ケル腺上皮細胞ニハ 全然色素攝取顆粒ヲ現ハサズ,又 管腔 ノ明カナル原

始集合管中ニ於テモ「カル ミン」著染内容物 ヲ見ズ.

然 シナガラ其間質組織中,就 中腺管原基二近ク,原 腎間質中ニ認 メラルル ト殆 ド同ジ性状 ノ生體色素攝取

陽佐ナルヲ所謂類組織球ヲ一斷面ニ1箇 又ハ2箇 ヲ見ルコトヲ得.但 シ間質細胞其自身 ニハ色素顆粒ヲ現

ハスコトナシ.

交尾後第141/2日 乃至151/2日 胎兒(身 長平均0.9-1.3cm)

A)原 腎:

此 時期ニ於テハ原腎頭部ハ著 シク退行,萎 縮 ニ陷 リ,又 尾端部モ同様萎縮 シ來タルガ,殘 ル中央部及ビ尾

部 ノ大部分ハ却 ツテ著明ニ發育,増 殖 シ,體 腔内ニ隆起 シ,全 體 トシテハ前時期ニ比シ著シク發育セルヲ認

ム.

肉眼的所見:

原腎ハ周圍組織 ト異 リテ,肉 眼的ニ淡キ「カル ミン」紅色ヲ呈ス.其 内側ニ添ヒテ線状 ニ生殖腺原基ヲ見

ル.此 モ ノハ肉眼的‘「カルミン」色ヲ呈セズ.交 尾後第15日 胎兒即チ身長1.2cm乃 至1.3cm胎 兒 ニ於テ

ハ,原 腎尾端ニカスカナル隆起 トシテ後腎原基ヲ認 ム.

原腎頭部 ノ萎縮著明ナリ.

顯微鏡的所見:

絲毬體, B氏 嚢,原 腎小管, W氏 管 ノ發育著明ナル時期ナリ.

a)絲 毬體.複 雜ナル毛細血管球 ヲ作 り,其 上皮細胞ハ色素攝取ニ乏 シ,即 チ其内皮細胞ニ「カルミン」顆

粒 ヲ認 メザルコト多キモ,稀 ニ微細點状ニシテ,濃 度極メテ稀薄ナル「カル ミン」顆粒ヲ見ルコトア リ.而 シ

テ該顆粒ヲ有スル内皮細胞ハ,之 ヲ有セザル他 ノ一般内皮細胞ニ比シテ原形質 ニ富 ミ,血管内腔ニ突出スル

傾向ヲ有ス.然 シナガラ,之 ガ管壁ヨ リ剥離 シテ血管腔内ニ游離スルノ像 ヲ直接認 メタルコトナシ.

而 シテ「カルミン」顆粒ヲ有スル游走細胞ヲ血管間隙又ハ 血管内腔 ニ見ルコト屡 々ナ リ.此 游走細胞ハ形

態的ニハ前述セル所謂類組織球 ト大差ナケレドモ,其 カルミン,顆粒ハ 類組織球 ノ者ノ如ク大滴状 ヲ呈 セ
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ズ,微 細點状ニシテ其數比較的多數ナリ.勿論兩者ノ移行型 トモ認ムベキ大小種々ノ「カルミン」顆粒ヲ有ス

ルモノモア リ.然 レドモ,第15日 以後ニ於テハ大滴状「カルミン」顆粒 ヲ有スルモノヲ殆 ド見ル能ハザルニ

至ル.故 ニ後者,即 チ微細點状「カルミン」顆粒ヲ有スル游走細胞ハ胎生期造血第3期 ニ於ケル清野,中 院兩

氏ノ所謂組織球ニ屬スべキモノナリト信ゼラル.

b) B氏 嚢. B氏 嚢 ノ内板上皮細胞ハ,本 例二於テモ且本例以後ノモノニ於テモ絲毬體内皮細胞 ト混在

シテ鑑別困難ナリ.其 外板即チB氏 嚢上皮ハ極メテ扁平ナル紡錘形 ニシテ原質形ニ乏 シク,長 キ突起ニテ

相互ニ連ナル,核 ハ比較的大キク「クロマチン」ニ富 ミ,組 織體ノ中央 ニ位ス.

此B氏 嚢ニ於ケル「カルミン」顆粒ハ概 シテ少數ニシテ,原 腎小管ニ連ナル極 ニ近キ程細胞 ノ高サヲ増ス

ト同時ニ,「カル ミン」顆粒數モ増加ス.而 シテ該顆粒 ノ性状即チ濃度,形,大 サ等ハB氏 嚢中何 レノ部分 ニ

於テモ同様ニシテ,主 トシテ域 ノ兩側ニ位ス.

B氏 嚢腔ハ比較的廣ケレドモ「カル ミン」著色内容乃至沈澱物ヲ現ハサズ.

の 原腎小管,從 來形態學的ニ分泌管(Tubulus seeretorius),集 合管(Tubulvs colleotivus)ノ 二部分ニ

區別シテ記載サレテアリ.故 ニ余モ亦假 リニ此分類法ニヨリ原腎小管ニ於ケル生體「カル ミン」攝取及 ビ排

泄状態ニツイテ以下記述セントス.

1)分 泌管:分 泌管上皮細胞ハ既ニ前述セル如キ形態學的性状ヲ有 シ,之 ガ此時期ニ於テ完成セリ.

即 チB氏 嚢 ニ近キ部分 ノ上皮細胞ハ比較的低キ骰子形ヲ呈 シ,顆粒状ノ原形質ニ富 ミ,核ハ多 クハ圓形ナ

レドモ長橢圓形ニ近キモノア リ,「クロマチン」ニ比較的富 ミ, 1箇 又ハ2箇 ノ核仁ヲ現シ,細 胞 ノ基底部ニ

位ス.

而 シテ顆粒状ノ原形質中,管 腔面ニ近ク,中 等度 ノ光澤ヲ有スル小滴状無色ノ顆粒數箇ヲ認ム,此 顆粒 ハ

從來ノ研究家ニヨリテ分泌顆粒 ト稱セラレタル者ニシテ,集 合管ニ近ヅクニ從 ヒ其大サヲ一般 ニ増セ ドモ,

尚 ホ大小種々ア リ,共 數増加 シ,次 第 ニ光澤 ヲ失ヒ圓形ニシテ一見平面的ノ觀ヲナシ,非 顆粒状 トナル.此

所謂分泌顆粒ハ.多 クノ場合管腔面ニ近 ク存ズレドモ,稀 ニハ細胞基底部 ニモ存スルヲ見ルコトア リ.次 ニ

分泌管内腔ヲ見ルニ,其 廣サ殆 ド.定 シ居レドモ,或 ル者ハB氏 嚢ニ近キ部分ガ狭隘 ニシテ,集 合管ニ近ヅ

ク程廣サヲ増ス者アリ.又 或ル者ハ却 ツテ集合管ニ近キ部分ガ狹キモノモア リ.而 シテB氏 嚢 ニ近キ部 ノ

内腔中ニハM. Ernstノ 所謂Schaumstructurヲ 少 量有シ.其 上皮細胞ノ内腔境界面ハ明瞭ナレドモ,集

合管ニ近キ部分 ノ内腔ニハ比較的多量ノコノSchaumstrukturヲ 有 シ,上 皮細胞ガ直接之ニ連續セル如ク見

エ,コ レト上皮細胞 トノ境界明カナラズ.

衣ニ分泌管ニ於ケル「カルミン」攝取及ビ排泄状態ニツイテ記述セン.

B氏 嚢ニ近キ部分 ノ上皮細胞ニ於 ケル「カル ミン」顆粒ハ最モ著明ニシテ
,規 則正シク,一見 シテ甚ダ美觀

ヲ呈ス.

即チ該顆粒ハ一種ノ光澤ヲ有シ,色 調,濃 度共ニ強ク微細點状又ハ之ガ融合 シテ多角形又ハ小桿状 ヲ呈

ス.而 シテ「カル ミン」顆粒ハ主 トシテ細胞基底部及ビ核ノ兩側ニ集 リテ存 シ,細 胞 ノ周邊又ハ管腔面ニ近

キ原形質中ニハ通常認 メラレズ,唯 稀ニ微細ナル者ガ極少數存スルコトアルノミ.

衣 ニ同ジ分泌管ニテ集合管ニ近キ部分 ノ上皮細胞 ニ於ケル「カルミン」顆粒ハ前述ノモノト異 リ,極 メテ

不規則ニ,原 形質中ニ位置ヲ定 メズ存在 シ.其 數少 ク,濃 キ者,淡 キ者,又 ハ比較的大ナル滴状 ノ者,微 細點
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状 ノ者等ガ混在ス.

即 チ分泌管ハ從來ノ如キ單純ナル形態學的研究ニ於テハ其間何等 ノ區別ナキニ拘ラズ,「 カルミン」攝取

状態 ニ於テ明ニ異ナル2部 分 ヲ區別 シ得ル事ヲ知ル.

余 ハ便宜上B氏 嚢ニ近キ部分ニシテ,「 カル ミン」顆粒ヲ著明ニ規則的ニ現ハセル部分ヲ分泌管近部 ト稱

シ, B氏 嚢 ニ遠ク,集 合管ニ近キ部ニシテ,該 顆粒出現ガ弱 ク,不 規則ナル部分 ヲ分泌管遠部 ト稱 シテ以下

記載セントス.

而 シテ此近部ト遠部 トニ於ケル「カル ミン」攝取状態 ノ相違ハ 劃然 タル境界ヲ爲スモノニアラズシテ,兩

者ハ徐々ニ移行スルヲ見ル.加 之,共 移行部ニ於テハ上皮細胞ハ形態學的ニ近部上皮細胞 ト殆 ド異ナラザレ

ドモ「カル ミン」顆粒ガ近部ノ者ヨリ微細ニシテ且近部ノモノノ如ク細胞基底部ノミニ偏存セズシテ存在ス

ルヲ見ル.

而 シテ其遠部ニ近キモノ程「カルミン」顆粒ガ次第ニ粗大 トナリ,共 分布状態ガ遂ニ遠部ニ於ケルガ如ク

ニナルヲ見ル.此 移行部ハ同一原腎ニ於テモ長短アリ,又 殆 ド明カナラザルコトモア リ,是 レ恐ラク分泌管

ノ發育程度ニ因 リテ斯ル差違アルモノト認メラル.余 ハコノ移行部ヲ上記 ノ近部,遠 部ニ對シテ中間部ト稱

シ,コ レ等 ヨリ區別セントス.

次 ニ「カル ミン」顆粒 卜所謂分泌顆粒 トノ關係ニツイテ述べンニ,分 泌管近部ニ於テハ,前 述セル如 ク多ク

ノ場合分泌顆粒 ノ存スル管腔面ニ近 クニハ「カル ミン」顆粒ハ存在セズ,又 其分泌顆粒ノ「カル ミン」色ヲ呈

セル者全然ナシ.

然 シナガラ,分 泌管遠部 ニ於テハ前述セル如ク,所 謂分泌顆粒 ノ存スル部分 ニモ「カルミン」顆粒アリ,且

又非顆粒状ニ見ユル大分泌顆粒 ノ周圍 ニハ之ヲ包圍シテ多數 ノ極メテ微細ナル「カルミン」顆粒ガ集簇セル

ヲ見ルコト屡々ナ リ.然 シ何レノ分泌顆粒モ其自身ハ「カル ミン」色ヲ呈セズ.

大ナル「カルミン」顆粒ガ分泌顆粒 ノ爲 メニ細胞周邊ニ壓排セラレタルガ如キ像 ヲ呈 スルモノモアリ.

以上ノ所見ニヨレバ所謂分泌顆粒 ト生體色素攝取顆粒 トハ別種ノモノニシテ,兩 者ガ相互ニ移行若クハ

變化スルコトナキモノナ リト認 メラル.

次 ニ分泌管内ニハ其近部,遠 部ヲ間ハズ「カルミン」著染内容物又ハ沈澱物ヲ見ルコト稀ナリ.又 共腔内ニ

存スル所謂Schaumstrukturノ 「カル ミン」著色ヲセル者ヲ見ズ.

前述セル如 ク遠部腔内ニハ多量 ノSchanmstrukturヲ 有 ズルガ.其Scbaumstrukturヲ 缺 グ遠部上皮細胞

ノ管腔面ニ屡々表面ノKuticulasaumガ 恰 モ「カルミン」ニ染色セラレタル如ク「カル ミン」色ヲ呈セル極メ

テ短キ線ガ密接 シテ並列セルヲ處々ニ認ム.

分泌管ノ固有膜細胞ハ遠部,近 部何 レノ部分モ同 ジ形態ヲ有ス.即 チ扁平横橢圓形ノ核ヲ有 シ,原 形質ニ

乏シ.此 細胞 ノ核 ノ兩側 ニ微細ナル點状ノ比較的濃度ノ濃キ「カルミン」顆粒ヲ有ス.然 シ此固有膜細胞 ノ

「カルミン」攝取ハ不定 ニシテ,上 皮細胞ガ多量ニ「カル ミン」顆粒ヲ現ハスニカカハラズ,之 ガ該顆粒ヲ缺グ

コトアリ.

2)集 合管:集 合管上皮細胞ハ分泌管上皮細胞ニ比 シテ高サ低ク,原 形質少量ニシテ,ヨ リ透明ナ リ.

核 ハ「クロマチン」ニ富 ミ,圓 形ニシテ細胞體ノ中央又ハ管腔面 ニ近 クアリ,時 ニ管腔ニ向ヒテ 隆起セル

者アリ.管 腔 ニ多少 ノ廣狹ノ差ハアレドモ,特 ニ擴大セル部即チ所謂罎状部ヲ認 メズ.

26



哺乳動物胎兒泌尿器ノ排泄機能ニ關スル實際的研究 2493

其上皮細胞内ニ「カルミン」顆粒ヲ全然認 メズ,但 シ管腔中ニハ處 々ニ濃キ「カルミン」沈澱物ノ小塊ヲ少

量現ハズ.

d) W氏 管.上 皮細胞ニハ「カルミン」顆粒 ヲ認 メズ.

其 内腔中ニ前例 ト同様ナハ「カルミン」沈澱物ノ小塊 ヲ處 々ニ認ム.

e)間 質組織.間 質組織ハ最頭端部ニ比較的多キモ,各 腺管間 ニハ概 シテ少量ナ リ.

各腺管 ノ間隙ニハ未ダ核 ヲ有スル赤血球球 ガ存ズ.ル毛細血管ヲ有ス.

此間質中ニハ上記ノ如キ「カル ミン」顆粒 ヲ有ス游走細胞 ニシテ 組織球 ト認ムべキ細胞ヲ認ム.而 シテ此

細胞 ノ有スル「カルミン」顆粒 ハ微細鮎状 ニシテ初期胎兒ニ於テ見ル所謂類組織球ノ有スルガ如キ 滴状大形

ノモノニアラズ.此 時期ニ於テハ大滴状「カルミン」顆粒ヲ有スル類組織球 ヲ見ルコト稀ナリ.

間質細胞自身ニハ「カル ミン」顆粒 ヲ有スルモノヲ認 メズ.

B)後 腎:

前述セル如ク,後 腎ハ肉眼的ニ、第14日 胎兒ニ於テハ原腎尾端ニカズカナル 隆起 トシテ認メラレ,第15

日胎兒ニ於テハ原腎ノ中央部 ノ内脊側ニ梢々著明ニ認ムルコトヲ得.然 シ顯微鏡下ニ之 ヲ見 レバ,其 發育未

ダ初期ニシテ,第151/2日(身 長1.3cm)ノ 者 ニ於テモ原始腎盞竝ニ造腎組織中ニ發育シツツアル細尿管原基

ノ數箇ヲ見ルノミナリ.而 シテ此等ノ原始腺細胞ハ核,原 形質共ニ「ヘマトキシリン」ニ濃染性ニシテ,何 レ

モ「カルミン」ヲ攝取セズ.然 シ之等 ノ原始腺組織 ノ間ニ介在スル間質ニハ,時 ニ前述 セルガ如キ「カル ミ

ン」顆粒 ヲ有スル游走細胞ヲ見ル.是 レ所謂組織球 ニ相當 スルモノナリト認ム.

交尾後第16日(身 長平均1.6cm)

A)原 腎:

肉眼的所見:

「カルミン」ニヨリ淡紅色ヲ呈 ス.原 腎組織中特ニ頭部ガ萎縮消失 シ,爲 ニ頭側細小ニシテ尾側太 ク,恰 モ

梨實形ヲ呈 ス.而 シテ後腎原基ハ細キ原腎頭部ノ内側 ニ位シ,兩 者ノ間ニ生殖腺原基ガ存在ス.

顯微鏡的所見:

a)絲 毬 體.交 尾後第15日 ノ者 ト大差ナシ.即 チ毛細血管内皮細胞ニ色素攝取ナシ.其 他 ノ所見 ハ前例

ト殆 ド同様ナリ.

b) B氏 嚢,交 尾後第15日 ノ者ニ比 シ大差ナシ.

c)原 腎小管.「 カルミン」攝取及ビ排泄 ノ部位的及ビ數量的關係ハ大體前例 ト異 ナラズ.

d) W氏 管.前 例 ト同 ジ關係ニアリ.

e)間 質組織.前 例ト異 リタル所見ヲ認メズ.

B)後 腎:

後 腎原基ハ前述セル如 ク原腎頭端部 ノ内脊側ニ於テ少 シク體腔ニ向ヒテ隆起セ リ.

B氏 嚢ハ未ダ匙状ヲ呈 シテ彎曲シ,其 凹面ニ僅カナル毛細血管 即チ絲毬體原基 ヲ容 ルノミニシテ,未 ダ

初期ノ發育状態ヲ呈 ス.然 レドモ之ヨリ稍々育育シタルモノモア リテ,其 内外兩板ガ扁平 トナ リ,特 ニ内板

ハ侵入シ來タル絲毬體原基 ト共ニ彎曲走行ス.後 者ノ如キ發育状態 ノB氏 嚢 ニ連ナル細尿管上皮細胞 ハ未

ダ幼若ニシテ.原 形質,核 共ニ「ヘマ トキシリン」ニ比較的濃染性ナルニ拘ラズ
, B氏 嚢 ニ接スル部ノ管腔中
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ニ極 メテ淡キ「カル ミン」著染内容物ヲ見ルコトア リ.是 レ後腎發育化分 ノ過程ニ於テ.注 入 セラレタル 「カ

ル ミン」ガ後腎原基腺組織内ニ出現セル最初ナリト認 ム.

カカル腺管ノ周圍ニ於 ケル間質組織ハ未ダ著シク鬆粗 シテ腺管上皮細胞 ト間質組織細胞 トノ間ニハ一定

ノ間隔ガ認メラレ,又腺管ニ固有膜細胞ガ未ダ認メラレズ.而 シテ腺管周圍 ノ間質粗織細胞ノ周圍ニ時ニ微

基細點状ノ「カルミン」顆粒ヲ認 ムルコトアリ.

B氏 嚢原 ト絲毬體原基 トノ間腔及ビB氏 嚢内外2板 間腔 ニハ「カルミン」著染内容物ヲ見ズ.又 此部 ノ上

皮細胞ニハ「カルミン」顆粒ヲ認メズ.

以上ノ如キ形態學的性状 ト「カルミン」排泄状 トヲ呈 スル後腎組織 ノ發育分化状態 ヲ記載 ノ便宜上,余 ハ

「發育第1期 」ト稱セントス.

而 シヲ後腎間質組織 ニ於テハ一般 ニ前述セル如キ極 メテ微細點状ノ「カル ミン」顆粒ヲ有スル所謂組織球

ヲ少數散見ス.此 細胞數ハ前例ニ比シテ別ニ増減ヲ認 メラレズ.

其 他,集 合管,腎 盞等ノ上皮細胞ニモ又ハ其管腔内ニモ「カルミン」攝取又ハ排泄ヲ認 メズ.

交尾後第17日 胎兒(身 長平均1.78cm)

A)原 腎:

原腎ハ前例ニ比シ著明ニ縮小セリ.而 シテ今ヤ後腎 ト原腎 トハ其發言ノ關係全ク轉倒シ,原 腎ハ後腎外側

中央ニ細小ナル頭端部ヲ以テ附屬物ノ如 ク附着セ リ.

而 シテ兩者ノ間ニ生殖腺ヲ認ム.

顯微鏡的所見:

a)絲 毬 體.前 例 ト異 リタル所見殆 ドナシ.而 シテ毛細血管間隙又ハ血管腔内ニ所謂類組織球 ト認 ムベ

キモノ1箇 又ハ2箇 ヲ數フ.而 シテ其有スル「カル ミン」顆粒ハ妊娠初期ニ於ケル者 ト異ナ リ,極 メテ微細ナ

ル點状ニシテ,其 數比較的多シ.

b) B氏 嚢.前 例 ト大差ナシ.但 シ一般 ニ色素攝取弱キ傾向ヲ有ス.特 ニ原腎小管附着部 ノ反對極ニ於

ケル上皮細胞ニハ「カル ミン」顆粒ヲ缺グモノ多ク,之 ヲ有ズルモ ノモ極 メテ微細ナルモノヲ 比較的少數有

スルノミ.

原腎小管ニ近キ部分 ノ上皮細胞 ニ於ケル「カルミン」顆粒ハ,第15日 ノモノニ比シテ其數及ビ濃度等ニ於

テ多少劣ル傾向アレドモ,大 體 ニ於テ同様ナ リ.

其 内腔 ニ「カル ミン」著染内容物ヲ認 メザルコト亦前例 ト同様ナリ.

c)原 腎 小管.分 泌管近部,遠 部ニ於ケル「カルミン」攝取状態ハ前例 ト略ボ同様ナ レドモ其中間部ノ腺

管ガ短縮セル傾向ア リ.

集 合管上皮細胞ハ一般ニ前例ヨリ扁平 トナリ,内 腔モヨリ廣ク,且 處々ニ特ニ擴大セル 所謂罎状部ヲ認

ム.

d) W氏 管.前 例 ト同様ナリ.

e)間 質組織.間 織組織 ノ發育状態及ビ其性状ハ前例 卜同様ニシテ,原 腎周邊, W氏 管周圍,退 行萎縮 シ

ツツアル腺組織 ノ存ズル頭端部等ニ著明ニ存ズルモ,正 常 ノ腺管ハ正ニ密接 シテ存 シ,其 間ニハ唯小血管 ヲ

認ムルノミニテ,間 質殆 ドナシ.其 他ニ於テハ前例 ト異 リタル所見ナシ.
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B)後 腎:

後腎原基ハ肉眼的ニハ前述セル如 ク原腎 ノ内頭側 ニ認 メラレ,前 例ヨリモ更ニ發育セリ.

顯微鏡的ニモ前例ヨ リハ發育,分 化餘程進 ミ,未 ダ少數ナレドモB氏 嚢,絲 毬體,細 尿管等 ノ分化發生 ヲ

認 ム.

而 シテ之等 ノ腺組織ハ後腎表層ニ存ズル者ハ其深層ニ於ケル 者ヨリ發育程度弱シ.即 チ表層ニハ少數ノ

「發育第1期 」ノ者ヲ認 ム.深 層ニ於テハB氏 嚢上皮細胞ハ内外2板 共ニ極 メテ少數ノ微細點状 ノ「カル ミ

ン」顆粒ヲ其細胞核ノ兩側ニ現ハス.然 シ,絲 毬體發育 シテ少 シク複雜 トナレルモノニ於テハ,其 内板ハ形態

的ニ認ムルコト能ハザルニ至ル.

次 ニ上述 ノ「發育第1期 」ノ腎組織 ヨリモ稍々發育分化 ノ進メルモノト認ムベキモノ,即 チ余ガ「發育第2

期」ト以下記述セントスルモノハ次ノ如キ發育状態ヲ呈 スルモノナリ.

絲毬體血管内皮細胞ニ於テハ「カルミン」顆粒ヲ認メズ.但 シ原腎絲毬體 ト同様ニ,極 メテ微細ナル點状ノ

「カルミン」顆粒ヲ有ズル所謂組織球 ト認ムべキ游走細胞ヲ血管腔又ハ 血管間隙ニ見ルコトアリ.之 ハ一絲

毬體ニ於テ一斷面ニ1箇 又ハ2箇 ナリトス.

B氏 嚢ニ連ナル細尿管ノ初部ハ彎曲殆 ドナク其上皮細胞 ハ高サ比較的低ク,原 形質ハ少ク,稍 々透明ニシ

テ且顆粒状ヲ呈 シ,核 ハ圓形.「クロマチン」中等量ニテ.細 胞 ノ中央二位ス.

此上皮細胞ニハ「カル ミン」顆粒ヲ現ハス.該 顆粒ハ比較的濃度淡 ク,微細點状ニシテ大サ及ビ分布状態一

定セズ.是 レ實ニ後腎原基 ノ腺細内ニ「カルミン」顆粒出現 ノ最初ナリト認 ム.而 シテ此腺管 ノ固有膜細胞ヲ

觀ルニ,「カルミン」顆粒ヲ現ス者稀ナ レドモ,時 ニ核 ノ兩側ニ極 メテ少數 ノ微細點状ノ者ヲ見ルコトヲ得.

此部ニ連ナル腺管ハ僅カニ彎曲シ,共 上皮細胞ハ前者ヨリ高キ骰子形 ニシテ透明ナル原形質ニ富 ミ,核ハ

圓形ニシテ「クロマチン」ニ乏 シク,多 クハ細胞 ノ中央ニ位ス.此 部ニハ色素顆粒ヲ認 メズ.

此 ノ如キ「發育第2期 」ノ腺管腔内ニ於テハ「カル ミン」顆粒ヲ現ハスB氏 嚢 ニ近キ部ニハ「カル ミン」著染

内容物ハ見ズ,却 ツテ之以下ノ細胞管腔内ニ見ルコ トヲ得.

以上記述セル如 ク「發育第2期 」ニ於テハ曲細尿管ノ一部ハ「カル ミン」顆粒ヲ有スル上皮細胞 ニテ覆ハレ,

一部ハ該顆粒ヲ現ハサザルモノニテ覆ハル.

然 シナガラ此ノ如キ發育状態 ノ曲細尿管 ノ存スル附近ニテ,之 ト發育分化ガ形態學的ニ 略ボ同程度ニ見

ユルニ拘ラズ,「カルミン」顆粒ヲ未ダ現ハサザル曲細尿管モア リ.

而 シテ此曲細尿管上皮ニ「カルミン」顆粒ヲ現ハサザル者 ノ腔内ニ少量ノ「カルミン」著染内容物ヲ見,上

皮ニ「カルミン」顆粒 ノ存スル部分ニハ「カルミン」色内容物 ヲ見ルコト稀ナ リ.

曲細尿管ヲ除キタル他ノ細尿管部,原 始集合管,原 始腎盞等ノ上皮細胞ニハ「カル ミン」顆粒ヲ認 メズ,唯

夫 レ等ノ腔内ニ少量ノ「カルミン」紅色内容物ヲ見 ルコトアリ.

交尾後第18日 胎兒(身 長平均2.0cm)

A)原 腎:

原腎ハ肉眼約ニ前例ヨリ更ニ縮小セリ,而 シテ稍々「カルミン」紅色 ヲ呈シ,後 腎ノ外下方ニ位 シ,兩 者ノ

間ニ認メラルル生殖腺ハ前例ヨリハ更ニ増大セリ.

顯微鏡的所見ハ前例 ト同様ナ レドモ「カル ミン」攝取及ビ排泄状態ガ稍々劣ル傾向アリ.
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a)絲 毬 體.前 例 ト殆 ド差違ナシ.

b) B氏 嚢.之 モ前例 ト大ナル相違ヲ認 メズ.

c)原 腎 小管.前 例ト大差ナケレ ドモ,分 泌管ニ,特 ニ中間部ヲ匠別シ得ル腺管少ク,多 クハ近部ヨリ直

ニ遽部ニ移行シ,前 述セル如キ中間部ノ「カルミン」攝取状態ヲ現ハズ部分 ヲ認 メザル者多シ.

集 合管ニ於テ前例 ト異ナルハ,一 般ニ内腔廣ク且其上皮細胞ガ前例ヨリ扁平 トナレル事ナ リ.集合管 ノ罎

状部ガ前例ヨリ特ニ増數,増 大シタリトハ認 メザ レドモ處々ニ於テ其存在 ヲ認 メラル.

d) W氏 管.前 例 ト同様ナリ.

e)間 質組織,其 頭端部即チ原腎腺組織 ノ退行 シツツアル部ニハ,幼 若結締細胞ノ増殖ヲ見 ル.而 シテ此

部分ニ副生殖腺 ノ原基發生ガ認 メラル,其 細胞内ニハ「カルミン」顆粒ヲ認 メズ.其 他ハ前例 ト殆 ド同様ナ

リ.

B)後 腎:

肉眼的ニ,表 面滑澤ニシテ「カル ミン」ニヨ リテ淡紅色 ヲ帶 ビ,前 例 ヨリ更ニ増大ス.

顯微鏡的ニ之ヲ觀ルニ,前 例ニ比シテ腺組織 ノ發育分化著明ニシテ,特 ニ後腎深層部ニ其著 シキヲ認ム.

絲毬體ハ稍々複雜 トナ リ,其 血管内ニ無核赤血球ノ5箇 乃至8箇 ヲ容ル.而 シテ血管内皮細胞ハ色素攝取

全 ク陰性ナ リ.但 シ血管間隙又ハ間腔内ニ上記 ノ如キ所謂組織球 ヲ一斷面ニ1箇 又ハ2箇 認ム.

B氏 嚢 ニ於テハ何 レノ部分 モ一様ニ極メテ微細點状 ノ「カルミン」顆粒ヲ核ノ兩側ニ見ル.

細 尿管ハコレ迄ニ認 メタル曲細尿管ノ 他ニ,直 細尿管 トモ認ムべキ部分 ヲ形態的ニ區別スルコトヲ得.

即 チ曲細尿管ニ連ナル直細尿管ノ初部 ノ上皮細胞 ノ性状ハ 曲細尿管上皮細胞ニ酷似 シ,唯 上皮ノ高サガ

低キノミナリ.而 シテ之 ニ連ナル直細尿管上皮ハ扁平ニシテ原形質ニ乏シク,核 ハ多 ク圓形 ニシテ小,曲 細

尿管ノ者 ヨリ「クロマチン」ニ富ム.其 管腔極 メテ狹 ン.上 行脚ニ相當 スル部分 ニ至 レバ 次第ニ管腔廣 クナ

リ,又 細胞 ノ高サヲ増スガ細胞體及ビ核ノ性状ハ同様ナリ.

カ クシテ餘 リ彎曲ヲ現ハザル潤管 トナルべキ部分 ニ連ナル.此 潤 管トナルべキ腺管上皮ハ 細胞 ノ高サ比

較的高 ク,比 較的透明ナル原形質 ニ富 ミ,核 ハ圓形ニシテ,「クロマチン」ニ富ム.

腎 小體(B氏 嚢,絲 毬體)ニ 連ナル曲細尿管ハ將來主部 トナルべキ部分 ト認ムべキ部分 ニシテ,其 上皮細

胞ハ前例 ニ於テ記述セル如キ性状ヲ有シ,「カルミン」顆粒ヲ現ハス.該 顆粒ハ前例ニ於ケル者ヨリ濃度,色

調共ニ強ク.且 主 トシテ細胞基底部ニ存シ,時 ニ融合シテ稍々粗大ナル多角形 ヲ呈 スル者アリ.然 シ腎小體

ヲ離ルルニ從ヒ,色 素顆粒ハ極メテ微細 トナリ,時 ニ噴霧状ニ近 クナ リ,細 胞内ニ於ケル分布状態ガ不定 ト

ナル.

之 ニ反シテ直細尿管 ト認 ムベキ部以下 ノ腺管上皮内ニハ,「カル ミン」顆粒ヲ認 ムルコトナク,兩 郎ハコノ

「カル ミン」攝取状態ニヨリテ明カニ鑑別 シ得.

集合管及ビ腎盞ハ其上皮内ニ色素面取ヲ認メラレズ.

管腔内ニ於ケル「カルミン」排泄状態ハ 上皮細胞内「カルミン」攝取 ト異ナル關係ヲ示 シ,直 細尿管,集 合

管,及 ビ腎盞 ノ内腔ニハ濃度比較的濃キ「カルミン」沈澱物ヲ處 々ニ見ルニ拘ラズ,曲 細尿管腔ニハ 全 クナ

シ.

次 ニ後腎表層ニ於 ケル腺組織 ノ發育ハ未ダ原始的ニシテ,余 ノ所謂「發育第1期 」ノ状態ヲ呈 ス,即 チ腎小
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體及ビ細尿管 ノ上皮細胞ハ幼若ニシテ分核像ヲ盛ニ現ハシ,一 般 ニ該,原 形質共ニ「ヘマ トキシリン」ニ濃染

性ニシテ,特 ニ何 レモ「カルミン」顆粒ヲ現ハサズ.然 レドモ細尿管内腔ニハ既 ニ比較的濃厚 ナル「カルミン」

著染内容物ヲ處々ニ現ハシ,特 ニ後腎中心部ヨリ表層マデ直通 スル原始合管内腔及ビ某表層ニ於テ,丁 字形

ニ分枝セル部分ニ可成多量 ノ「カルミン」沈澱物ヲ現ハスコト屡々ナ リ.

以上述ベタル原腎及ビ後腎 ノ色素攝取及ビ排泄状態ヲ見ルニ,此 時期ニ於テハ,原 腎頭端部ニ退行,萎 縮

ガ餘程顯著トナリタリト雖モ,退 行性變化ヲ未ダ現ハサザル中部及 ビ尾部ニ於ケル 原腎小管上皮細胞 ノ生

體色素攝取及ビ其管腔内ヘノ色素排泄ハ後腎ノソレニ比シテ尚ホ遙カニ多量ニシテ著明ナ リ.

交尾後第19日 胎児(身 長平均2.6cm)

A)原 腎:

肉眼的ニ前例ヨリ更 ニ萎縮 シ,特 ニ其頭部ガ高度 ニ縮小ス.而 シテ後腎 ノ下外方ニ僅 カニ離 レテ位 シ,後

腎ヨリ小シ.原 腎バ一般 ニ「カルミン」色ヲ呈 スレドモ,萎 縮セル頭端部ハ,カ スカニ帯黒紅色ヲ呈 ス.

顯微鏡的所見;

a)綜 毬體.原 腎頭部ニ於テ,幾 性絲毬體ヲ見ルニ前述 ノ如キ性状 ノ「カルミン」顆粒 ヲ有スル所謂組織

球ヲ變性ナキ絲毬體 ヨリモ多數認ム.他 部 ノ絲毬體ハ特記スベキ所見ナシ.

b) B氏 嚢.色 素攝取状態前例 ト大差ナシ.

但 シ變性絲毬體ヲ包ムB氏 嚢ハ縮小シ,其 上皮細胞ハ高サヲ増シ,色 素攝取全ク認 メラ レズ。

c)原 腎小管.分 泌管ハ其 上皮細胞 ノ「カルミン」攝取状態ニヨリ,近 部 ト遠部 トノ2部 ハ明カニ區別 シ

得ルモ,更 ニ中間部ヲ區別 シ得ル者少シ.コ レ迄中間部 トシテ區別セル,近 部ニ接セル部ハ其上皮細胞 ノ

「カルミン」攝取状態ガ遠部 ノ夫 レト區別シ得ズシテ,遠 部 ノ内ニ包含セラレ,從 ツテ遠部ガ近部ニ比シ比較

的長シ.即 チ中間部ノ上皮細胞ガ遠部上皮ニ變化スルニハアラザルヤヲ思ハシム.

近部及ビ遠部ノ上皮細胞ノ「カル ミン」攝取状態ハ前例 ト大差ナシ.

然 シナガラ上記ノ變性絲毬體ニ連 ナル原腎小管ハ 同様ニ變性ニ陥ル,即 チ其上皮細胞ハ形態的ニ遠部,

近部ノ別ナク殆 ド一様ナリ.即 チ共上皮細胞バ一般 ニ浮腫性ニシテ細胞膨大シ,原 形質溷濁 シ,顆 粒性構造

不明 トナ リ,核ハ染色不良又ハ全ク消失セルモノアリ.又 時ニ上皮細胞 ノ剥脱セルヲ見ルコトア リ.而 シテ

腺管ハ一般ニ餘 リ細大ノ差別 ヲ現ハサズ,又 管腔ハ上皮細胞 ノ膨大ニヨリテ狭 クナ リ,時 ニハ殆 ド全ク消失

セルモノアリ.

以上ノ如キ變性分泌管上皮細胞ニ於ケル「カルミン」攝取状態ハ頗ル不規則 ニシテ,其 顆粒ガ大小不同,小

點状,小 滴状ヲ呈シ,細 胞體内ニ於ケル分布一定セズ,或 ハ集團セル者アリ,散 在セル者アリ,比 較的濃キ

者,又 ハ極メテ淡キ等種々アリ.又 全ク「カル ミン」顆粒 ヲ缺 グ細胞モア リ,又 核,原 形質ガ輕ク「カル ミン」

染色ヲ呈セル者ヲ見ルコトアリ.而 シテ此變佐分泌管 ノ狭隘ナル管腔中ニ僅カニ「カル ミン」著染内容物 ヲ

見ルコト屡々ナリ.

次 ニ集合管ハ上述ノ變性分泌管ニ連ナル者ニ於テモ両ホ其上皮細胞ハ未ダ正常 ノ者ト外見的 ニ異ナラズ,

但 シ管腔 ガ一般 ニ狹クナリタル傾向ヲ有ス.而 シテ其管腔中ニハ處々ニ「カル ミン」ニヨリテ死後染色セラ

レタル剥脱上皮及ビ「力几ミン」著染内容物ヲ見ルコトヲ得.

斯 ノ如キ分泌管,集 合管ノ固有膜細胞ハ愛性現象ヲ示サザ レドモ「カル ミン」顆粒ヲ現ハス者殆 ドナシ.
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d) W氏 管.前 例 ト大差ナシ.

e)間 質組織.原 腎頭端部ニハ間實組織苅例 ヨリモ更ニ著シク増殖ス.又 前述 ノ如キ性状ノ「カルミン」

顆粒ヲ有スル所謂組織球ガ在性 ニ認 メラル.其 数ハ前例 ト大差ナシ.

B)後 腎:

肉眼的ニ表面平滑ニシテ,「カル ミン」ニヨリ淡紅色 ヲ呈 シ,前 例ヨリ更ニ増大ス.

顯微鏡的所見:

前 例 ト同様,表 暦ト深層 トニヨリテ絲毬體, B氏 嚢,細 尿管等ノ發育程度ヲ異ニス.故 ニ深暦 ト表層 トヲ

區別 シテ記載スベシ.

8)深 層.

1)絲 毬體,「 カルミン」攝取陰性.但 シ血管腔及ビ血管間隙ニ「カルミン」顆粒ヲ有スル組織球ヲ認ム.此

細胞ハ絲毬體 ハ-斷 面ニ1箇 又ハ2箇 ヲ見ラル.而 シテ此「カルミン」顆粒 ノ性状ハ,此 時期ニ於ケル原腎絲

毬體ニ現ハル組新球ノ者 ト殆 ド異ナル所ナシ.

2)B氏 嚢.内 板ヲ認 メ得ズ.外 板上皮細胞ニハ,核 ノ兩端ニ極 メテ微細點状 ノ「カル ミン」顆粒 ヲ少數認

メ得.但 シ,之 ヲ缺グモノモア リ.其腔内ニハ「カル ミン」著染内容物ヲ見ズ.

3)細 尿管. B氏 嚢 ニ直接連ナル部分ノ細尿管上皮細胞ハ,前 例後腎細尿管ニ於ケル ト同様ノ性状ヲ有

シ,極 メテ美シキ濃厚ナル「カルミン」顆粒ヲ現ハス.該 顆粒 ノ數,大 サ,分 布等ハ前例 ト略ボ同様ナリ.之

ヨリ少シク絲毬體ヲ離レタル曲細尿管ハ,前 例ヨリ彎曲ノ度及ビ長サヲ増ス.然 シ此部 ノ「カル ミン」攝取状

態ハ前例 ト大差ナシ.

以上二部分ノ固有胞細胞ニ,時 ニ,微 細點状「カルミン」顆粒ヲ見ルコトア リ.

初 期直細尿管,初 期潤管,原 始集合管等ノ上皮細胞ニハ,「カル ミン」顆粒ヲ認メズ.

但 シ其上皮細胞内ニ著明ナル「カルミン」顆粒ヲ有スル曲細尿管内腔 ニハ,「カル ミン」著染内容物ナク,却

ツテ直細尿管,潤 管,集 合管等ノ内腔ニ濃厚ナル「カルミン」著染物乃至ハ沈澱物ヲ處々ニ認ムルコトヲ得.

b)表 層.

前例 ニ於テ記載セル如ク,幼 若ナル細胞ヨリナル腺管 ニ余 ノ所謂「發育第1期 」ノ像ヲ處々ニ見ルコトヲ

得.

後 腎全體ガ前例ヨリハ増大セル爲メ,其 表居 ノ面積モ大 ニシテ,從 ツテ夫レニ含有セラル腺組織數モ亦前

例 ヨリ多數ナ リ.

以 上ノ如キ後腎表層及ビ深暦ノ間質ニ於テ,上 記 ノ如キ「カル ミン」顆粒ヲ有スル組織球 ヲ少數散見ス.而

シテ其數ハ,原 腎間質ニ於テ見 ルヨリ少シ.

交尾後第20日 胎兒(身 長平均3.0cm)

A)原 腎:

肉 腺的ニ「カル ミン」紅色 ヲ僅 カニ呈シ,後 腎ノ外下方約0.5cmノ 部 ニ位ス.前 例 ヨリ更 ニ縮小ス.

顯微鏡的所見:

其頭部ニ於テ退行變性顯著ナ リ.

a)絲 毬 體, B氏 嚢,原 腎小管ノ變性ニ陷 レル者,前 例ヨリ多 シ.憂 性絲毬體ニ於テハ,絲 毬體ヲ形成セ
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ル内管内皮細胞 ノ核ガ染色不良 トナリ,又 ハ核膜消失 シ,「カリオレキシス」又ハ「ピクノーゼ」等ヲ認ム.而

シテ,夫 レニ含有セラルル赤血球 ノ數モ減少 シ,時 ニ其血球モ憂化 シテ形 ヲ失 ヒ,唯,黄 緑色 ノ小塊 トシテ

存スルコトアリ.此 ノ如キ變性絲毬腫中ニ,原 形質ニ比較的乏シク核長橢圓形ニシテ「クロマチン」ニ トム結

締織細胞様紡錘形細胞 ヲ比較的多數認ルコト得.即 チ變性 ノ一面ニ結締組織 ノ増殖 ヲ見ルガ如キ 状態ヲ示

ス.而 シテ此間ニ於テ上述セル如キ「カルミン」顆粒ヲ有スル組織球ヲ散見ス.此 組織球ハ正常絲毬體 ニ於ケ

ルヨリモ多數ニ認ム.一 斷面ニ於テ4箇 又ハ5箇 ヲ見ルコ トアリ.

變性ニ陥ラザルB氏 嚢,原 腎小管ノ色素攝取及ビ排泄状態ハ,前 例 ト大差ナケレ ドモ,中 ニハ形態的ニハ

餘 リ變化ヲ認 メザル分泌管上皮ニ於テモ,「カル ミン」攝取状態 ニ變化ヲ來 シ,即 チ其近部ニ於ケル「カル ミ

ン」顆粒ノ濃度,數,分 布等ガ不規則,不 定 トナリ,從 ツテ余 ノ所謂近部,遠 部ノ區別ガ不明 トナル傾向ヲ示

ス.

集合管ハ未ダ處々ニ罎状部ヲ認ム レドモ一般ニ管腔ガ狹隘 トナリシ傾向アリ.而 シテ其上皮細胞ハ分泌

管上皮ニ比シテ變性ノ度比較的輕度ナ リ.然 シ其上皮及 ビ管腔 ノ「カル ミン」ニ對スル闘係ハ前例 ト同様ナ

リ.

之等ノ腺管 ノ固有膜細胞ニハ,「カルミン」顆位ヲ認ムルコト稀ナリ.

b)W氏 嚢.變 性現象ヲ認メズ,其 他前例 ト同様ナ リ.

c)間 質組織.前 例ニ比 シテ特別ナル所見ナシ.

B)後 腎:

本例ニ於テモ腺組織 ノ未分化 ノ者ヲ有スル表暦 ト比較的發育分化セル者ヲ有スル深層 トヲ大體區別シ得.

1)深 層:

孫毬體ハ益々複維 トナリ,細 尿管ハ發育顯著ニシテ曲細尿管,直 細尿管等ノ發育分化ヲ認ム.

a)絲 毬體, B氏 嚢.「 カルミン」攝取状態前例 ト大差ナシ.

b)細 尿管. B氏 嚢 ニ接續スル曲細尿管,即 チ第1次 曲細尿管ハ,「カルミン」攝取状態 ニヨリテ,大 體ニ

部分ニ區別スルコトヲ得.即 チ, B氏 嚢 ニ直接連ナル部分ハ彎曲少 ク,前 例同様 ノ上皮細胞ヲ有 シ,又 其發

現スル「カル ミン」顆粒 ノ性状モ前例同様比較的粗大ニシテ濃度濃 ク,小 點状,多 角形,又 ハ小桿状ヲ呈 シ,

主 トシテ細胞基底部ニ偏在セルガ,本 部ニ連ナル曲細尿管ハ前例 ヨリモ彎曲更ニ比較的強 ク,其上皮細胞ハ

殺子形ニシテ高サ高 ク,稍 々溷濁不透明ナル原形質ニ富 ミ,核 ハ圓形ニシテ,「 クロマチン」ニ乏 シク,細 胞

體ノ中央ニ位ス.其 現ハス「カルミン」顆粒ハ,微 細點状ニシテ時ニ墳霧状 ニ近ク,濃 度比較的ニ一般 ニ淡 ク

多數ニシテ原形質中ニ瀰漫性ニ存ス.而 シテ前者ノ如キ「カル ミン」攝取状態ヲ現ハス腺管部ハ短 ク,後 者 ノ

如キ「カルミン」攝取状態ヲ現ハス腺管ハ長 シ.但 シコノニ部分ハ明カナル境界ヲ示スニ 非ズシテ漸次移行

ス.

以上 ノ腺管固有膜細胞ニ「カル ミン」顆粒 ヲ見ルコト稀ナリ.

鈴木氏ハ成熟動物ニ於テ「カル ミン」攝取状態ニヨリテ腎臓細尿管主部ヲ近側部,中 央部,遠 側部 ノ三部分

ニ區別 ンタルガ,本 例ニ於テハ,前 者ハ鈴木氏ノ所謂近側部ニ,後 者 ハ遠側部ニ,其 色素攝取状態ガ相當ス

ル者ナリト詔ムべキモノナ リ.從 ツテ余ハ之ニ做ヒテ,前 者ヲ近側部,後 者ヲ遠側部 ト稱スベシ.

次 ニ上記ノ第1次 曲細尿管遠側部ニ連ナル,初 期直細尿管ニハ,已 ニ上行脚,下 行脚 ノ分化アリ.即チ下行
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脚ノ上大半ハ曲細尿管遠側部ト殆 ド同ジ太サヲ有 シ.且其上皮細胞 ノ性状ガ夫 レニ類似セリ.即 チ此部 ノ上

皮細胞ハ生體色素攝取陽性ナリ,而 シテ其現ハス「カルミン」顆粒ハ極メテ濃度薄 ク,微 細 ニシテ,分 布不定

ナ リ,又該顆粒數ハ曲細尿管遠側部ニ比較 シテ遙カニ少數ナ リ.之 ニ連ナル不行脚及ビ上行脚ハ細 クシテ所

謂狹部 ヲ形成 シ其上皮細胞 ノ性状モ之 ト異ナル.即 チ細胞 ノ高サ低ク,原形質僅カニ顆粒性 ニシテ比較的透

明核ハ圓形ニシテ比較的小 ク,細 胞體 ノ中央又ハ管腔面ニ近ク存シ,時 ニ管腔面ニ僅カニ隆起セルヲ見ルコ

トアリ.

カカル直細尿管ノ管腔内ニハ大小種々ノ點滴状ノ「カル ミン」ヲ認メ,而 シテ其「カル ミン」滴乃至點ハ上

皮細胞ノ管腔面ニ附着シ,其 一部分ハ上皮細胞ノ原形體中ニ攝取サ レタルガ如キ像ヲ呈 シ,又時ニ其上皮細

胞 ノ核 ハ周園ニ於テ極メテ微細ナハし「カルミン」顆粒ヲ認ムルコトア リ.

カカル直細尿管ニ於ケル「カルミン」顆粒出現状態ハ,直 細尿管狹部 ノ初部ニ於テ ノミ見ル場合 ト,更ニ下

部ニモ及ビテ見ル場合 トアリ.蓋 シ此時期 ノ直細尿管ハ下行脚 ノ大部分ガ太 ク,上 行脚ガヨリ細ク,即 チ成

熟動物 ノ場合 卜反對 ニナリ居 レリ.

以上述 ペタル如キ曲細尿管近側部,遠 側部及 ビ直細尿管ニ於ケル「カル ミン」攝取状態ノ差違ヲ認メ得ル

ハ,其 發育分化 ノ最進 ミタル時期ニシテ,前 述 ノ「發育第2期 」以後ニシテ,余 ハ斯ル區別ヲ認ノ得 ル時期 ノ

腺管ヲ便宜上「發育第3期 」ノ者 ト稱セントス.

此時期ニ於テハ近側部,遠 側部兩部 ノ腔内ニハ「カルミン」著染内容物ヲ認 メズ,夫 レ以下 ノ細尿管 ニ於テ

之ヲ認ムルコト特點ナ リ.

未 ダ彎曲少 クシテ後 ニ潤管 トナルペキ腺管及ビ集合管 ノ上皮細胞内ニハ全 ク「カルミン」顆粒 ヲ詔メラレ

ザレドモ,其 腔内ニ濃厚ナル「カル ミン」著染物 ヲ認ム.而 シテ此著染内容物ハ腺管 ノ末梢部ニ至ル程増大及

ビ増量スル傾向ヲ有ス,

猶 ホ,軍 ナル形態學的ニハ前述セル「發育第3期 」ニ略ボ相當ス ト認メラルル細尿管中ニモ,「カル ミン」顆

粒ノ出現範國ガ狹小ナル者アリ.又 ハ出現セル「カル ミン」顆粒ノ數少ク,濃 度淡キモノア リテ,形 態的ニ發

育分化程度ガ略ボ同ジ程度ニ認メラルル腺管ニ於テモ「カル ミン」攝取状態 ニヨ レバ其發育程度 ニ差違ア

リ.

2)表 層:

絲 毬體, B氏 嚢,細 尿管ノ新生旺盛ナリ.而 シテ此處ニ存スル腺細胞ハ,多 クハ幼若ニシテ多數ノ分核像

ヲ現ハス.然 シナガラ,其 生體色素攝取機能ハ「發育第1期 」ノ状態 ニアルモノ多 ク,又 表層 ノ比較的深部ニ

ハ「發育第2期 」ノ著モ散見ス.又 處々二中心部ヨリ表層マデ直表スル原始集合管アリテ
,表 面ハ呉尖端ガ丁

字形ニ分枝 シテ初期B氏 嚢ニ連ナ リ,其腔内ニ中等度 ハ濃度 ノ「カル ミン」沈澱塊乃至著染内容物ヲ認ムル

コトア リ.但 シ其上皮細胞ニハ全 ク「カル ミン」顆粒 ヲ見ズ.

交尾後第21日 胎兒(身 長平均3.7cm)

A)原 腎:

原腎ハ縮小シテ生殖腺 ト殆 ド同 ジ大サ トナ リ,後 腎 トノ距離的0.7cmヲ 算 ス.

顯微鏡的斯見:

a)原 腎 中央部 ニ於テモ絲毬體及ビB氏 嚢 ノ變性ニ陷 リシ者ヲ處々ニ見 ルニ至 ル.カ カルB氏 嚢上皮細
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胞ニハ「カルミン」攝取ナシ.

但 シ未ダ變性ヲ現ハサザル絲毬體ヲ包ムB氏 嚢中ニモ,其 上皮細胞内ニ「カルミン」顆粒 ヲ現ハスモノト

否ルモノトアリテ,「カルミン」攝取状態ガ不規則トナル.

b)原 腎 小管.形 態學的ニハ明力ニハ退行變性ヲ認メ得ザル絲毬ニ連ナル分泌管ニ於テモ「カル ミン」顆

粒分泌分布状態ガ不規則 トナ リ,該顆粒 ノ濃度ハ極メテ淡 ク,其 數モ少數 トナリ,從 ツテ余 ノ所謂遠部,近

部 ノ區別ガ消失スル傾向ヲ示ス.

更 ニ變性進メル者ニ於テハ,分 泌管上皮細胞ハ近部,遠 部ノ別 ナク殆 ド一様ナル形態ヲ示ス.且 細胞體ハ

腫浮性ニシテ膨大シ,原 形質ノ顆位状構造ハ多ク不明 トナ リ,所 謂分泌顆粒 ヲ現ハス者稀ナリ,又 原形質中

ニ空胞ヲ有スルモノアリ.核 ハ染色不良 トナ リ,其 變性崩壊アリテ,時 ニ核ヲ全ク缺グ者モアリ,

而 シテ其管腔ハ上皮細胞 ノ膨大ニヨリテ狹隘 トナ リ,部 分ニヨリテハ,全 ク消失セル處モア リ.

カカル分泌上皮細胞ニ於ケル「カルミン」攝取状態ハ極メテ不規則ナリ.即 チ該顆粒 ノ濃度頗ル淡 ク,微細

ニシテ,其 分布不定ナリ,而 シテ時ニ原形質中ニ存 スル室胞 ノ周園 ニ集團セルヲ見ルコトアリ,又 「カルミ

ン」顆粒 ヲ全 ク有セザル上皮細胞モ多數アリ.加 之,分 泌管ノ殆 ド全體ニ亙 リテ,「 カルミン」顆粒ヲ全ク現

ハサザルモノアリ.而 シテ斯ノ如キ憂性分泌管 ノ上皮ニ,核 及ビ原形質 ノ僅 力ニ「カルミン」ニヨリテ平等染

色ヲ示ス者アリ.

此分泌管腔内ニハ遠部,近 部ヲトハズ,カ スカニ「カル ミン」ニ著染セル内容物ヲ僅少ナガラ處々ニ詔ム.

次 ニ集合管上皮モ髪性ニ陷 レル者多ク,核,原 形質等 ニ變性現象ヲ呈 シ,處 々ニ「カル ミン」ニヨリテ平等

染色セル者ヲ認メ,且 剥脱セル跡 ヲ認ム.

而 シテ其管腔内ニハ處々ニ「カル ミン」ニテ死後染色 ヲ來セル變性脱落上皮細胞ガ存在シ,又 極メテ稀薄

ナル「カルミン」著染内容物ヲモ處々ニ詔ム.

c) W氏 管 全體ヲ通ジテ内腔狹クナ リタル傾向ア レドモ,上 皮細胞ニ著明ナル變性ヲ現ハサズ,其 腔

内ニ極メテカスカニ「カルミン」色ヲ帶ビタル内容ヲ見 ルコトアレドモ,前 例又ハ前々例 ニ比スレバ頗ル少

量ナリ.

d)間 質組織.特 ニ原腎頭端部ニ於テ増殖シ,副 生殖腺 ノ發育分化進ム.其 他ニ前例ニ比シテ特別ナル

差違ヲ認メズ.

B)後 腎:

屡 々記述セル如ク,後 腎ノ發育分化 ハ遠心的ニ行ハレ,表 層ニ至ル程腺組織 ノ新生盛 ンナ リ.即 チ深暦ニ

於テハ「發育第3期 」ノ者,遠 暦ニ於テハ「發育第1期 」ノ者,且 其間中ニハ「發育第2期 」ノ者ヲ認ム.

間質中ニハ前述ノ如キ組織球ヲ認ムルコト前例 ト同様ニシテ,其 數及ピ夫レノ有スル「カル ミン」顆粒 ノ

性状等モ前例 ト大差ナシ.

交尾後第22日 胎兒(身 長平均4.2cm)

A)原 腎:

生殖腺ノ發育蓄明ニシテ,原 腎ハ却 ツテ生殖腺 ノ附屬物 タル觀 ヲ呈 シ,後 腎ノ下外方約0.8cmノ 部 ニ位

ス.

a)絲 毬體及 ビB氏 嚢ハ一般ニ種々 ノ程度ノ退行變性ヲ示シ,正 常 ノモノヲ認メズ,而 シテ其形態學的
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竝ニ生體色素攝取状態ハ前述 ノ變性絲毬體及ビB氏 嚢 ノ夫 レニ大體同様ナリ.

b)原 腎小管.分 泌管,集 合管共ニ退行變性ニ陷 リ,分泌管ニ相當スル部分 ノ上皮細胞ニハ稀ニ極 メテ稀

薄ナル,微 細點状 ノ「カル ミン」顆粒 ヲ少數見ルコトアレドモ,之 ヲ有セザルモ ノ多數ヲ占ム.其 管腔内ニハ

分泌管 ノ別ナク非常 ニ薄キ「カルミン」色 ヲ呈セル小塊 ヲ處々ニ見ルコトアリ.

而 シテ此ノ如キ「カル ミン」攝取像ナキ小管ノ方多數ナ リ.然 シナガラ,其 上皮細胞ニ「カルミン」攝取ナキ

小管腔内ニ稀薄ナル「カルミン」色内容物 ヲ少量見ルコト屡々ナ リ,

c) W氏 管,間 質組織 ニツイテハ前例ト同様ナリ.

B)後 腎:

表層ニ於ケル腺組織 ノ新生盛ナル ト共 ニ.既 成腺組織 ノ發育,分 化モ亦著明ナリ.

「發育第3期 」ノ腺組織ニ於テハ細尿管バ一般ニ延長シ,彎 曲著明 トナリ,就 中,細 尿管主部ノ近側部,特

ニ遠側部ハ著シク延長シ,且 彎曲著明 トナル.然 シ其上皮細胞ニ於ケル「カルミン」攝取顆粒ハ其數増加ノ傾

向ヲ示セ ドモ,共 性状,分 布等ニ至 リテハ前例 ト殆 ド異ナル所ナシ.

交尾後第23日 胎兒(身 長平均4.7cm)

A)原 腎:

原腎ハ肉眼的ニ後腎ノ下外方ニテ,生 殖腺 ニ附隨 シテ位スルコト前例 ノ如 クナルガ前例ヨリ一層縮小ス.

顯微鏡的所見:

原腎頭端部ニ發生セル副生殖腺ハ益々増大シテ,退 縮セル原腎ニ代 リテ其半以上 ヲ占ム.而 シテ原腎 ノ結

締組織著明ニ増殖シ,原 腎小管,絲 毬體及ビB氏 嚢ハ總テ變性ニ陷 リ,腺 管上皮細胞ハ全 ク「カル ミン」顆粒

ヲ有セズ.唯 極メテ稀ニ小管腔内ニ,一 定 ノ部位的關係無ク少量ノ「カル ミン」色ヲ帯ビタル小塊 ヲ見ルコト

アリ.

但 シ,間 質中ニ存スル組織球 ノ數及ビ夫レノ有スル「カル ミン一顆粒 ノ性状ハ前例ニ比シテ大差ナン.

B)後 腎:

腺組織 ノ發生,發 育分化ガ旺盛ニ行ハレ居ルモ,「カルミン」攝取及ビ排泄状態ハ前例 ニ於テ説明 シタル如

ク,表 層ニ於テ「發育第1期 」ノ者,深 層ニ於テ「發育第3期 」ル者,其 中間ニハ「發育第2期 」ノ者ヲ認メ,他

ニ前例 ト異ナル所見ナシ.

交尾後第24日 胎兒(身 長平均5.2cm)

A)原 腎:

肉眼的ニ生殖腺 ト共ニ認 メラレ,又 顯微鏡的ニ變性腺組織尚ホ幾分存 セルヲ認 ムレドモ,「カルミン」攝取

及ビ排泄像ヲ全ク認 メズ.

B)後 腎:

腺組織 ノ新生,發 育分化 ノ旺盛ナル爲 メ,發 育各時期 ノ腎小胆及ビ細尿管ハ盆々共數 ヲ増加 シ,又 腺管ハ

廷長ン,且 彎曲ノ度ヲ増ス.

「發育第3期 」ノ者ニ於テ,直 細尿管 ノ發育ハ其下行脚初部ノ廣部ガ縄過短クナリ,狹部ガ次第ニ延長シテ

途ニ上行脚 ニ移行ス.而 シテ下行脚 ノ初部ヨリ共狹部ヘノ移行ハ,其 上皮細胞ノ性状ニ關シテハ形態學的 ニ

徐々ナリ.其 腔内ニハ前述セル如 ク點状又ハ小滴状 ノ「カルミン」顆粒状物ヲ有ス.且 之ニ接スル上皮細胞 ノ
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原形質中ニ極メテ微細ナル點状ノ「カルミン」顆粒ヲ中等量ニ認ム,該 顆粒ハ時ニ細胞核ノ 兩側ニ於テモ認

ムルコトアリ.然 シ細胞底 ニ存スルコトハ殆 ドナシ.但 シカカル「カル ミン」顆粒ヲ有スル腺管ハ小部分ニシ

テ,他 ノー般ノ直細尿管ニハ比較的大ナル濃度濃キ「カルミン」著染内容物ヲ見ルモ,共 部ノ上皮細胞原形質

中ニハ「カルミン」顆粒 ヲ認 メズ.

潤管及ビ集合管ノ管腔内ニハ比較的粗大ナル「カル ミン」顆粒状物ヲ認ムレドモ,其 上皮細胞 ニハ「カルミ

ン」顆粒ヲ見 ズ.

交尾後第25日 胎兒(身 長平均5.3cm)

第25日 以後 ノ後腎 ノ發育分化ハ上記セシ「發育第1期 」,「發育第2期 」,「發育第3期 」ノ3時 代ノ發育状

態 ノ者ガ,深層ヨリ表面ニ向ヒテ,添 加的ニ發育分化ガ行ハ レ,分娩直後ニ於テモ尚ホ表層 ニハ「發育第1期 」

ノ者ヲ多數認ムルコトヲ得 而 シテ其「カル ミンー攝取及ビ排泄状態ハ以上述ペタル順序 ニヨリテ 妊娠末期

マデ進ムナ リ.

故 ニ本論文ニ於テハ原腎 ノ「カルミン_攝取及ビ排泄機能消失ヲ以テ 一劃 トシ,後 腎 ノ此後 ノ状態ニツイ

テハ後日ノ機會ニ讓 リ,此 處ニ之ヲ省略スべシ.

第4章　 總 括

以上述ベタル賢驗例ノ所見テ此處ニ總話 シテ記述スべ シ.

A)原 腎:

1)絲 毬體:

交尾後第10日 胎兒ニ於 テハ未 ダ其原基 ヲ見ズ.

第11日 第1例(0.5cm)胎 兒.ニ於テ,匙 状ヲ呈セル初期B氏 嚢ノ凹面ニ僅 カニ毛細血管 ヲ容

ルルヲ見ル.然 シ此内皮細胞 ニ「カル ミン」顆粒 テ毫 モ認 メズ.但 シ此血管外ニハ,時 ニ「カル

ミン」顆粒ヲ有 スル所謂類組織球アリ.

第11日 第2例(0.5cm)胎 兒ニ於テハ,其 内皮細胞ニ極メテ微細點状ノ「カルミン」顆粒 ヲ其核

ノ兩側ニ少數見ルコトヲ得.但 シ其内皮細胞相互間ニハ,形 態的ニハ第1例,第2例 共ニ差異

ヲ認ムルコ ト能 ハザルナ リ.

第11日 第2例 又ハ第12日 例 ノ絲毬體内皮細胞中ニハ時 ニ比較的多數 ノ,微 細「カル ミン」顆

粒 ヲ有スル者 アリ,此 細胞ハ他内皮細胞ニ比 シテ比較的多量 ノ原形質ヲ有 シ,核 ハ僅 カニ扁平

ニシテ,細 胞體 ガ血管腔内ニ隆起セル者アリ.其 状況 ヨリ見テ此細胞ハ血管腔内ニ游離 シテ,

血管内 ノ所謂類組織球 トナランカ ト想像サル.

以上述ベタル此内皮細胞ニ發現 スルニ「カルミン」顆粒 ハ發育分化 ガ進ム程減少ナシ,遂 ニ全

然認ムルコト能ハザルニ至ル.即 チ第11日 第2例 及 ビ第12日 ノ者ニ於テハ之テ著明ニ現ハ シ,

第13日 ニ至 リテモ尚ホ著明ナレドモ「カル ミン」顆粒ヲ有 セザル内皮細胞 ヲ處 々ニ見ルニ至 リ
,

第14日 ニ至 リテ該顆粒ヲ有 スル者極 メテ少數 トナル.而 シテ第15日 以後 ニ於テハ全然之ヲ認

メザルナリ.
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此 處 ニ注意 スベ キハ,第11日 第1例(0.5cm)ニ 於 テハ肝臓原 基 ノ血管 内皮細胞 ニハ明 カニ

「カル ミン」顆粒 ヲ有 スル ニ拘 ラズ,此 絲毬體血管 内皮細 胞 ニハ之 ヲ認 メ得 ザルナ リ.是 レ恐 ラ

クハ其 内皮細胞 ノ發 育程度 ノ相違 ニヨル者 ナラ ン ト思惟 サル.

次 ニ絲毬體 血管腔 内 ニ於ケル「カル ミン」顆粒 ヲ有 スル游走細 胞 ハ,糸 毬體 ノ一斷 面 ニ少 ク ト

モ1箇 又ハ2箇 ハ必 ズ存 ス.而 シテ此細胞 ヲ原腎 發生分化 ノ全経過 ヲ通 ジテ餘 リ其 増減 ヲ見ザ

レドモ,絲 毬體 ガ變 性 シ始 ムル時 ヨリ,稍 々増 加 シ,一 斷 面 ニ4箇 又 ハ5箇 ヲ見ル コ トヲ得.

然 シ全 ク變性 セル絲毬體 ニハ勿論 認 メラレズ.

而 シテ此游走細胞 ノ有 スル「カル ミン」顆粒 ハ大體 ニ於 テ第13日 以前 ノ者 ト第14日 以後 ノ者

トハ其性状 ヲ異 ニス.即 チ第13日 以 前 ノ者 ハ多 ク滴状大形 ニ シテ其 數少 ク,第14日 以 後 ノ者

ハ比較的微細 ニシテ其數 多 シ.然 シ其細胞 ハ形態 的 ニハ大差 ヲ認 メザル ナ リ.

上 記 セル實驗例 ノ内第13日 獄前 ハ血球 所 見ニ ヨリ所謂 造血第2期 ニ屬 スべキ時期 ニ シテ,此

時期 ニ存 スル,「 カル ミン」顆粒 テ有 スル游走細胞 ハ清野,中 院等 ノ所 謂類組織 球 ニ相當 シ,第

14日 以後 ハ所 謂造血第3期 ニ シテ此時期 ニ於 ケル,上 記 ノ如 キ「カル ミン」顆粒 ヲ有 スル游走細

胞 ハ所 謂組織 球 ニ相當 スルモ ノ ト認 ムベ キナ リ.

而 シテ此 兩者 ガ發育 ニ件 ヒテ移行 スルモノナ リヤ又 ハ各別 ニ發 生 スル モノナ リヤ等 ニツ イテ

ハ,第14日 乃 至 第14日 ニ於 テ今少 シク短時 間 ノ間隔 ヲ置 キテ之 ヲ研 究 スル時 ハ自 ラ明カ ニナ

ル コ トト推 定サルル モ,之 ハ本研 究 ニ直接 關係 ヲ有 セザ ル爲 メ深 ク追及 セズ他 日 ノ研究 ニマツ

コ トトセ リ.

2) B氏 嚢:

第10日 ニ於 テハB氏 嚢 原基 ノ何 レノ部分 ニモ「カル ミン」攝 取 ナ シ.

然 ル ニ第11日 第1例(0.5cm)胎 兒 ニ於 テハ原腎 小管原基 ノB氏 嚢 ニ連 ナル部分 ノ腔 内 ニ稀

メテ稀薄 ナル「カル ミン」著染 内容物 ヲ少 量認 ム.此 時期 ニハB氏 嚢 内外兩板 何 レニモ「カル ミ

ン」顆粒 ヲ認 ムル コ トヲ得 ズ.但 シ絲 毬體内皮細胞 ニハ該顎 粒 ヲ見 ザルレモ,上 記 セル如 ク「カル

ミン」顎粒 ヲ有 スル所 謂類組織球 ヲ認 ム.

第11日 第2例(0.55cm)胎 兒 ニ於 テハ, B氏 嚢 内外兩板共 ニ「カル ミ ン」顆粒 ヲ有 ス.即 チ,内

外2板 共 ニ上皮細胞 ガ扁 平紡錘形 ヲ呈 シ,特 ニ外板 ハ著明 ニ紡錘 彩 ヲ呈 ス.此 ノ如 キ内外2板

共 ニ同機 ニ上皮細胞 ノ核 ノ兩 極 ニ極 メテ微 細 ナル點状 ノ,濃 度比較 的濃 キ「カル ミ ン」顆粒 ヲ有

スル ヲ見 ル.該 顆 粒 ノ性状 ハ絲毬體 内皮細胞 ニ於 ケル者 ト殆 ド同様 ナ リ.

第12日 例 ニ於 テ,其 内板 上皮 ハ愈 々扁 平 トナ リ,彎 曲走 行稍 々著明 トナル ニ至 レバ,其 上皮

ノ「カル ミン」攝 取顆粒 ノ數 ガ減少 スル傾向 ヲ有 ス.之 ニ反 シテ,外 板 上皮細胞 ハ第11日 ノ者 ト

同 ジク, B氏 嚢 ノ何 レノ部分 モ同様 ニ「カル ミン」顆粒 ヲ現 ハ ス.

第13日 例 ニ至 レバ,絲 毬體 ハ複雜 ナル所謂絲毬 ヲ作 ルニ至 リ. B氏 嚢 内板 ハ不明 トナル.從

ツテ其 内板上皮 ノ「カル ミン」攝取状態 ヲ檢 スル コ ト不 可能 トナル.而 シテ其外板 上皮 ノ「カル ミ
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ン」攝 取状態 ハ,第12日 例 ル者 ト大差 ナケ レ ドモ, B氏 嚢 ノ原腎 小管起始部 ヨリ反對測 ニ遠 ザ

カル程,「 カル ミン」顆粒 數 ガ減少 スル傾向 ヲ示 ス.

而 シテ第14日 以後 ニ於 テハ,益 々其關係著明 トナ リ,第18日,第19日 ニ至 レバB氏 嚢 ノ原

腎 小管起始 部ニハ著 明 ナル「カル ミン」顆竝 ヲ現 ハスニ拘 ラズ,反 對 極 ニハ之 ヲ缺 グ上皮細胞 ヲ

處 々ニ見ル ニ至ル.

B氏 嚢 ノ原腎 小管 起始部 ニ接 續 スル部 ニ於 ケル「カル ミ ン」顆 粒 ハ,第13日 ヨ リ第19日 ノ間

ハ其性状 及 ビ其數 バ一般 ニ殆 ド同様 ナ リ.然 シナ ガラ,第20日 珍後 ニ於 テB氏 嚢 ニ變性 現 ハル

ルニ至 レバ,菰 第 ニ「カル ミン」攝取減退 シ,第24日 ニ至 レバ全 ク該顆粒 ヲ見 ズ.

而 シテ其發育 ノ全経過 ヲ通 ジテ,其 内容 ハ著染 ナク且 又「カル ミン」沈澱物 ヲモ發 見 スルL能ハ

ザルナ リ.

3)原 腎 小管:

先 ヅ其上皮細胞内 ニ現 ハル ル「カル ミン」顆 粒 ニツ イテ観察 スルニ,最 モ初期 ニ現 ハルル ノハ

第11日 第2例(0.55cm)胎 兒 ニシテ,之 ヨ リ僅 カニ最 初 ノ者 ト認 ムベキ第1l日 第1例(0.5cm)

胎 兒 ニ於 テハ未 ダ發現 セズ,而 シテ第11日 第2例 ノ上 皮細 胞ニ現 ハルル「カル ミン」顆 粒 ハ,濃

度 一般 ニ淡 ク,色 調 モ弱 ク,數 少 ク,細 胞内 ニ於 ケル分布 ガ不規 則 ナ リ.

尤 モ原腎 小管 上皮細胞 ハ形態學的分化 ハ,コ ノ「カル ミ ン」攝取機能 ノ發現 ヨ リモ僅 カニ先驅

スルモ ノニ シテ,第11日 第1例 ニ於 テ既 ニ,其 上皮細胞 ノ性状 ノ差違 ニ ヨリテ大體 ニ部 分 ヲ區

別 シ得 ルナ リ.

次 デ第12日 例 ニ至 レバ,原 腎小管 モ稍 々延 長 シ,且 彎曲 モ第11日 例 ノ者 ニ比 シテ強 クナ ク,

其 上皮細胞 ノ形態學 的性状 ノ分化更 ニ明 カ トナ リ,所 謂 分泌管,集 合管 ノ區別 ガ比較 的明 カ ト

ナ リ居 レリ.

此 分泌管 上皮細胞 ニハ「カル ミン」顆粒 著明 ニ發現 シ,前 例 ハ者 ヨ リモ濃度濃 ク,數 モ多 ク,

分 布 モ稍々規則 的 トナ リ,細 胞底 ニ多 ク存 スル ニ至 ル.而 シテ該 顆 位ノ形 ハ,多 クハ微 細點状

ナ レ ドモ,融 合 シヲ多角形 ヲ見 スルモ ハモ ア リ.然 レドモ コノ分 泌管 ニ於 ケル「カル ミ ン」攝取

状態 ハ,コ ノ時 期 ニ於 テハ未 ダ一様 ニ シテ,余 ノ所謂 近部,遠 部 ノ差別 ヲ見ル能 ハズ.

分 泌管上皮細胞 ニハ斯 ノ如 ク著 明 ニ「カル ミ ン」攝 取顆 粒 ヲ現 ハスニ反 シ,集 合 管上皮 細胞 ニ

「カル ミン」顆粒 ヲ見ル コ ト全然 ナク,分 泌管,集 合管 ノ兩部 ハ コノ生體攝 取状 態 ニ於 テ既 ニ確

然 リル區別 ヲ現 ハス モノナ リ.

以 上ノ所 見ハ原腎 頭部 ニ於 ケル所 見ナ リ.中 部,尾 部 ニ至 ル程,發 育分化 ガ逞 レル コ ト前述

セシ如 シ.

第13日 ニ 至 レバ原腎 小管 ガ著 シク延長 シ,又 彎曲 ガ著明 トナ リテ,原 腎小管固有 ノ経過 ヲ ト

ルニ至 ル.

而 シテ原腎 小管中,其 上皮細胞 ニ「カル ミン」顆 粒 ヲ現 ハス部分即 チ,所 謂 分泌 管 ト,否 ラザ
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ル部分即 チ,所 謂集合管 トノ兩部 ノ區別 ガ益々明瞭 トナル.加 之,此 時期 ニ於 ヲ更ニ精細ナル

分化 ガ發現 ス.即 チ前時期 マデハ形態學的ニモ,「 カルミン」攝取状態 ニ於 テモ一様 ニシテ區別

ナカ リシ分泌管 ニ於 テ,今 ヤ形態的ニ,特 ニ「カル ミン」攝 取機能ノ分化 ガ起 リ,之 ニヨリテ2

部分ヲ區別 シ得ルニ至ル.即 チ分泌管 ノ内ニテB氏 嚢 ニ近 キ部分ハ上皮細胞 ガ比較的低ク,原

形質 ガ稍々顆 粒性 ニシテ,少 數 ノ所謂分泌顆粒ヲ有 シ,核 ハ圓形ナ リ.之 ニ反 シ集合管 ニ近キ

部分 ノ上皮細胞 ハ高サ高ク,原 形質ニ富 ミ,所 謂分泌顆粒 ヲ前者ヨ リ多數ニ有ス.

而 シテ其「カル ミン」攝取状態ヲ見ルニ, B氏 嚢 ヲ部分 ニ於 テハ「カル ミン」顆粒 ハ特ニ顯著 ニ

シテ,多 クハ微細點状ヲ呈シ,主 トシテ細胞基底部又ハ核 ノ兩側ニ位 シ,管 腔面ニ近ク存スル

コ ト稀 ナリ.而 シテ其色調極 メテ強ク,濃 度濃 ク,其 數多數ナ リ.該 顆粒 ハ時ニ融合 シテ多角

形又ハ小桿状ヲ呈スルモノアリ.

然ルニ分泌管 ノ集合管ニ近キ部 ニ於ケル「カル ミン」顆粒 ハ其數少ク,且 濃度稍々淡ク,前 者

ノ如キ一定 ノ分布状態ヲ示サズシテ,細 胞體中ニ散在性 ニ存 ス,

カクノ如ク原腎分泌管 ニ於テ2部 分ヲ區別 スルコトハ,從 來ハ單純 ナル形態學的研究ニ於テ

ハ不可能ナリシコトニシテ,從 ツテ此兩部ヲ區別スル名稱ナシ.故 ニ余ハ前者ヲ分泌管近部,

後者 ヲ分泌管遠部 ト命名 セントス.猶 ホ,此 部分ハ全ク徐々ニ移行ス.但 シ此時期 ニ於 テハ.

猶ホ未ダ兩部間ニ更 ニ他 ノ一部 ヲ區別 シ得ルニ至 ラズ.

而 シテ其遠部ハ短 クシテ,其 近部 ガ比較的長 ク,分 泌管ノ大部分ヲ占ム.

次 ニ分泌管ガ集合管ニ移行スル部分ハ,形 態學的ニモ略ボ明瞭ナル如ク,「 カルミン」攝取ノ

陽性 ナル ト陰性ナル トニヨリテ全ク明確ニ區別 セラル.

第14日,第15日,第16日,第17日 ニ於テハ原 腎小管上皮細胞 ニ現ハル「カル ミン」顆粒ハ

其數ニ於 テ,大 サニ於テ,又 其色 ニ於テ著明ニシテ,其 内特ニ第15日,第16日 ガ最モ顯著ナ

リ.而 シテ第17日 以後ハ其攝取状態 ガ漸次減退ノ傾向ヲ示 スモノナリ.

次 ニ「カル ミン」攝取状態 ノ最 モ顯著ナル第15日,第16日 ノ例 ニツイテ總合的 ニ記述 セン.

此時期ニ於テモ, B氏 嚢 ニ近キ部分,即 チ余 ノ所謂分泌管近部ノ上皮細胞 ガ最 モ著明ニ「カル

ミン」顆粒 ヲ現 ハス.

此上皮細胞ハ比較的低 キ股子形 ヲ呈 シ,核 ハ圓形又ハ長橢圓形 ヲ呈 シ,細 胞基底部 ニアリ,

原形質ハ顆粒性 ニシテ管腔面ニ近ク,時 ニ細胞基底部近クニ比較的強キ光澤 ヲ有 スル所謂分泌

顆粒 ヲ少數有ス.此部ノ上皮細胞ニ於クル「カル ミン」顆粒ハ第13日 ノ者 ト略ボ同様 ナル性状 ヲ

有 スレドモ,其 數多ク,其 色濃 ク,第13日 ノ者 ニ於テ説明 シタル如ク規則 正シク整列 セリ.

B民 嚢 ヨリ離 レテ集合管ニ接近 セル所謂遠部 ノ上皮細胞ハ,屡 々上記 セル如ク分泌管近部ノ

上皮細胞ヨリ高サ高キ骰子形 ヲ呈 シ,原 形質 ニ富 ミ,其 原形質中ニ比較的多數 ノ,且 近部 ノ者

ニ比 シテ比較的光澤ナキ所謂分泌顆粒 ヲ主 トシテ管腔面近 クニ現ハス.核 ハ圓形 ニシテ細胞體

ノ中央二位 ス.其 管腔内 ニハ多クノ場合,所 謂Schaumstrukturア リテ,之 ガ其上皮細胞管腔
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面 ニ直接連 ナ レル如 キ觀 ヲ呈 スル コ トア リ.

此 遠 部 上皮細胞 ニ於 ケル「カル ミン」顆 粒ハ近部上皮細 胞 ニ於 ケル者 ヨ リ顆 粒ガ一般 ニ小形 ニ

シテ且 大小不定 ナ リ,形 ハ點状 又ハ滴状 ヲ呈 シ,原 形質中 ニ散 在 シ,其 數少 シ.而 シテ極 メテ

微細 ナル「カル ミン」顆 粒ガ比較的 大ナル分泌顆粒 ヲ包圍 シテ其周 圃 ニ1列 ニ集 レル ヲ見 ル.又

其部 ノ上皮細 胞管腔 面 ニ於 テ恰 モ「クチクラ」ガ「カル ミ ン」ニヨ リテ染色 セラ レタル如 ク,其 上

皮細 胞 ノ游 離面 ガ小點状 ニ染色 セラ レ居 ルヲ見 ル コ ト屡 々ナ リ.

此 時期 ニ於 テハ分泌管 近部 ト遠 部 ト殆 ド同 ジ長 サ ヲ有 ス.

此 時期 ニ於 テ注 目スべキハ,前 時期 ヨ リモ更 ニ分化 ノ蓮 ミタル状 態 ヲ呈 スル コ トナ リ.即 チ

其近部 卜遠 部 トノ中間部 ニ於 テ,兩 者 ヨ リモ異 リタ ル「カル ミン」攝取状態 ヲ示 ス部分 ガ發現

ス.即 チ此 中間部 ニ於 テハ上皮細 胞内「カル ミン」顆粒 ハ近部,遠 部 ノ者 ニ比 シテ一般 ニ極 メテ

微細 ニシテ,其 數比較 的多數,色 調ハ比較 的弱 ク,細 胞 ノ基底部 ニ扁在 セズ シテ全般 ニー様 ニ

發布 ス.然 シ單ナル形態的性状 ニ於 テハ,此 部 ノ上皮細 胞 ハ近部 ノ上皮細胞 ノ夫 レ ト殆 ド差別

ナク,從 ツテ形 態的 ニハ該 部中間部ヲ特 ニ區別 シ難 シ.余 ハ本 部 ヲ分 泌管 中央部 卜命 名 シタル

ガ,其 長サバ不定 ニ シテ,長 キ場 合 ト短 カキ場 合 トアリ,又 時 ニハ殆 ド全 ク之 ヲ缺 グコ トア リ.

是 レ原 腎小管 ノ發育程度 ノ異ナルニ ヨルし者 ナラ ント思惟 サル.

猶 ホ,之 等 ノ分泌管 近部,中 央部,遠 部 ノ3部 分 ハ全 ク徐 々 ニ移行 スルレ者 ニ シテ,劃 然 タル

境界 ヲ有 セズ.

而 シテ第18日,第19日,第20日 ニ 至 レバ,既 述 セル如 ク,分 泌管 ノ長 サバ變 ラザ レ ドモ,

其 内ニテ近部 ガ短 クナ リ,遠 部 ガ長 クナル 傾 向 ヲ有 ス.而 シテ分 泌管上 皮内 ニ 於 ケル「カル ミ

ン」攝 取ハ漸次減少 シテ,不 著明 トナル.

第21日,第22日 ニ至 レバ形態 的 ニ分 泌管近部,遠 部 ガ不明 トナル,即 チ夫 レ等 ノ上皮細 胞

ハ膨大 シタル骰 子形 ニ變 ジ,寧 ロ次第 ニ浮腫状 トナ リ且所 謂 分泌顆粒 モ不明 トナ リ
,形 態 的 ニ

各部分 ヲ區別 シ難 クナル.之 ト同時 ニ其「カル ミ ン」攝取状態 ニモ變化 ヲ來 タ シ,「 カル ミ ン」顆

粒 バ一般 ニ濃度淡 ク,且 數少 ク,又 散在性 トナ リ,「カル ミン」攝取状態 ノ差違 ニ ヨル所 謂近部,

中央 部,遠 部 ノ區別 ガ不明 トナル.加 之,之 等 ノ變 性 上皮ハ「カル ミン」ニヨ リテ原形質 ノ ミ又

ハ原形質,核 共 ニ平等染 色 ヲ呈 セル者 ア リ.

カ カル状態 ニ陷 レル分 泌管 ノ管腔 ハ狹隘 トナ リ,時 ニ膨大 シタル上皮細 胞 ノ爲 メニ管腔 ガ全

ク消失 セル者 ヲモ見ル.

第23日 ニ於テ,分 泌管上皮内 ニハ「カル ミン」顆粒 が極 メテ稀 レ トナ リ,第24日 ニ於 テ ハ全

ク之 ヲ認 メザル ニ至 ル.

次 ニ集合管 ハ其 發生當 初 ヨ リ消失期 ニ至 ル間 ヲ通 ジテ,其 止皮細胞 内 ニ「カル ミン」顆 粒 ヲ現

シタル コ トナ シ.

次 ニ原腎 小管 ノ管腔 内ヘ ノ「カル ミン」排泄状態 ニ就 テ述べ ン.
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既述 ノ如 ク,第11日 第1例(05cm)胎 兒 ニ於 テ,初 期B氏 嚢 ニ直接 スル 原腎 小筋管腔 内 ニ稀

薄 ナル「カル ミン」色 ヲ呈 スル 内容物 ヲ見 タ リ.是 レ實 ニ家原腎 發生期 ニ於 クル最 初 ノ 「カル ミ

ン」排泄 疎ナ リ.而 シテ此 内容物 ノ存 スル部分 ノ上 皮細胞 ハ未 ダ幼若 ニ シテ分核 嫁 ヲ現 シ,其 原

形質 ガ未 ダカス カニ顆粒性 ヲ呈 スル者 アル ニ過 ギズ シテ,「 カル ミン」攝取未 ダ全然陰性 ナ リ.

此 時 期 ノB氏 嚢 内外兩板 ノ上皮細胞 ハ共 ニ稍 々扁 平紡 錘形 ヲ呈 シ,特 ニ外板 ノモ ノガ扁平 ニシ

テ「カル ミン」攝取顆粒 ナ シ.而 シテ絲 毬體 内皮細 胞 ニモ同様 ニ「カル ミン」顆粒 ヲ認 メザ レドモ,

前 述 セル如 キ「カル ミン」顆粒 ヲ有 スル所謂 類組織球 ヲ認 メ得.而 シテ集 合管 ニ相當 スル部 分 ノ

腔 内 ニハ未 ダ「カル ミン」沈澱 乃至之 ニ著染 セル内容 ヲ見 ル コ トナ シ.

本 例 ヨ リ僅 カニ發育 セル第11日 第2例 ニ於 テ,上 述 セル如 ク其 上皮細胞 ニ初 メテ「カル ミン」

顆 粒 ヲ現 セル ガ,此 場合 其部分 ノ腔 内 ニハ却 ツテ「カル ミン」沈 澱物乃 至 ハ「カル ミン」ニ著染 セ

ル内容 ヲ見 ルコ ト殆 ドナ シ.上 皮 ニ「カル ミ ン」顆粒 ヲヲ現 ハス部 ニテ モ時 ニ集合管 ニ相當 スル

部 分 ニ近ク ニ於 テ之 ヲ見 ル コ トア リ.

而 シテ集 合管 ニ相 當 スル部 ニハ屡 々之 ヲ見 ル.

其 後 ハ集 管内 ニハ漸次多量 ノ「カル ミン」沈澱 乃至 ハ「カ ル ミン」著梁 内容 ヲ認 ムル ガ,分 泌管

ニ於 テハ第14日 ヨ リ第19日 ニ至 ル マデハ近部 ノ腔 内 ニ之 ヲ見ルコ トナク,唯 遠部 ノ集合管 ニ

近 キ部 ニ僅 カニ之 ヲ見 ルノ ミナ リ.

シカルニ第20日 以後 ニ於 テ,分 泌管上皮細胞 ノ變性 進 ミ,近 部,遠 部 ノ區別 ガ不明 トナ リ,

其 上皮細 胞 ニ極 メテ僅 カ ニ「カル ミ ン」顆粒 ヲ時期 ハス時期 ニ至 レバ, B氏 嚢 ニ接 近 セル分泌管

腔 内ニ稀釋 ナル「カル ミン」著染 内容物 ヲ見 ル,更 ニー層變性 ガ進 ミテ,其 上皮細胞 内 ニ於 ケル

「カル ミン」顆 糖 ガ極 メテ不規則 ニ,僅 カニ現 ハルルレニ至 レバ,其 管腔内 ニ稀薄 ナル「カル ミ ン」

著染 内容物 ノ少 量 ヲ處 々ニ見ル ニ至 ル.

即 チ原 腎分泌管 ノ管腔 内 ニ於 ケル「カル ミシ」著染 内容物 ヲ一言 ニ シテ云 ヘバ,第11日,第12

日 ニ於 テハB氏 嚢 ニ近 キ部分 ニ於 テノ ミ認 メラ レ,第14日 乃 至ハ第19日 ニ於 テハ分泌管 近部

ニハ之 ヲ全然缺 ギ,遠 部 ニ僅 カニ見 ル.第20日 以後 變性進 ムニ從 ヒテ再 ビ近 部,遠 部 ヲ問 ハズ

分 泌管 ノ處 々ニ之 ヲ見ル ナ リ.此 處 ニ注 目スベ キハ第23日 ニ於 テ上 皮 ニハ全 ク「カル ミ ン」顆 粒

ヲ認 メザル分泌管腔 内 ニ稀薄 ナル「カル ミ ン」著染 内容物 ヲ見ル コ トナ リ.

次 ニ集合管腔 内 ニ於 ケル「カル ミン」排泄像 ニツイテ述 ベ ン.

前 述 セル如 ク集 合管上皮細 胞 ニハ,其 發育全経過 ヲ通 ジテ「カル ミン」顆 粒 ヲ發現 セズ.而 シ

テ 「カルレミン」顆 粒ヲ現 ハ ス分泌 管 ニ連 ナル集 合管管腔中 ニハ,多 ク ノ場 合比較的濃 キ「カル ミ

ン」著染 内容物 ヲ中等 量 ニ認 ム.

併 シ第20日 以 後 ニ於 テ原腎 小管 ガ變性 ニ陷 リ又 ハ變 性 ノ過程 ニ ア リテ分 泌管 ノ近 部,遠 部 ノ

區別 ガ不明 トナ リタルレ者 ニ於 テハ分泌管 管腔 ニハ「カル ミン」沈澱 物 ヲ認 ム レドモ集 合管 ニハ却

ツテ之 ヲ見 ルコ ト稀 トナ リ,更 ニ變性進 ミタル者 ニ於 テハ全然之 ヲ見 ズ.
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4) W氏 管:

第10日 ニ於 テ,既 ニ其原 基 ノ發生ヲ認 ム レドモ其 内腔 ヲ作 ラズ,第11日 ニ シテ僅 カ ニ管 腔

ヲ認 ムルニ至 ル. Keibelニ ヨ レバ,家 兎 ニ於 テ ハ交尾後 第111/2日 ニ シ テ始 メテW氏 管 ガ

Kloakeニ 開 ロ シ,第14日 ニ シテ漸 クKloakemembranガ 外 部 ニ向 ヒテ破 ルルモノナ リ ト云 ヘ

リ.本 管 ハ長 キ骰子形 ヲ呈 スル上 皮細胞 ニ ヨ リテ被 ハ レ,比 較的透 明ナル原 形質 ニ富 ミ,核 ハ

長橢圓形 ヲ呈 シ,「 クロマチ ン」ニ富 ミ,細 胞底 ニ位 ス.

コ ノ上皮細胞 ニハ全發育時期 ヲ通 ジテ「カル ミン」攝取 全然 陰全 ナ リ.然 レ ドモ其腔 内 ニハ集

合管内「カル ミン」沈 澱物 ト略 ボ一致 シテ之 ヲ認 メシム.而 シテ尾側 ニ至 ル程,其 量 多量ナ リ.

5)間 質 組織:

第10日 胎 兒 ノ原 腎内質組織 ハ極 メテ鬆 阻 ニ シテ,間 質細胞 バ一般「メゼ ヒーム」細胞 ノ大體 性

状 ヲ示 シ,長 キ突起 ニ ヨ リテ互昌連 ナ リ,原 形質比較的 少ク核 ハ圓形 ヲ呈 セ リ.而 シテ其原 形

質内 ニハ「カル ミン」攝取顆粒 ヲ現 ハサズ.然 ルニ此 間質組織 ノ處 々ニ「カル ミ ン」顆粒 ヲ有 スル

細胞 ガ少數散在 スルヲ見ル.此 細 胞 ハ他 ノ質 間組織 細胞 ヨリ稍 々原形質 ニ富 ム.是 レ前述 セル

如 ク所謂 願組織 球ナ リト信 ゼ ラル.而 シテ其 有 スル「カル ミン」顆粒 ハ寧 ロ滴 状 ニ シテ比較的 大,

且濃 度濃 ク,數 少 ク,一 細胞 ニ2箇 又ハ3箇 ヲ有 スルノ ミナ リ.

大 凡第13日 以後 ハ原腎 間質 ガ次 第 ニ緻密 ニナル傾 向 ヲ有 ス.

而 シテ其處 ニ存 スル所謂類組織 球 ハ,其 數 ニ於 テ全體 ヲ通 ジテ余 ハ増減 ヲ見ザ レ ドモ,第14

日以後 ノ者 ハ其原形質内 ニ有 スル「カル ミン」顆粒 ガ微細 ニシテ且 多數 トナル傾向 ヲ有 ス,即 チ

前者 ハ所謂 造血 第2期 ニ於 ケル類組織球 ニシテ,後 者ハ造 血第3期 ニ於 ケル組 織球 ト認 ムべ キ

ナ リ ト信 ズ.而 シテ兩種 ノ細胞 ガ相移 行 スルモ ノナ リヤ又 ハ各別 ニ發 生 スル モノナ リヤハ今後

ノ研 究 ニ待 タザルベ カラザル コ ト絲毬體 ニ於 テ記述 セル ト同様 ナ リ.

而 シテ組織 ノ増殖盛 ナル部分及 ビ腺管特 ニ原腎分泌管 ノ周 圍 ニハ,他 部 ニ比 シテ多數 ノ組 織

球 ヲ見ル.

又 間質中 ニ於 ケル類組織 球及 ビ組織球 ノ數 ハ前述 セル如 ク發 育全経 過 ヲ通 ジテ餘 リ増減 ヲ認

メザ レドモ,概 シテ第10日,第11日,第12日 ニ多 ク,第13日 以後 ハ幾分少 キ ガ如 シ.

發 育初期 ニ於 テハ,即 チ第12日 マ デハ腺管原基 周圍 ノ間質組 織 ハ鬆粗 ニシテ,明 カ ナル 間隙

ヲ示 シ,未 ダ固 有膜 ヲ形成 セザ レドモ發育,分 化進 ム程,即 チ第13日 ニ至 レバ腺 管周圍 ノ間織

細胞 ハ紡錘形 トナ リ管周 ニ沿 ヒテ原形質突起 ニテ連 ナ リ,腺 管 ニ密接 シテ所 謂固有膜 ヲ形成

ス.

此固有膜 細胞 ハ時 ニ極 メテ微細 ナル「カル ミン」顆 粒ヲ核 ノ兩極 ニ有 スル コ トア リ.併 シナガ

ラ「カル ミン」顆 粒ヲ著 明 ニ現 ハス分 泌管近部 ノ固有膜細胞 ニ於 テモ該 顆粒 ヲ認 メザル場 合屡 々

ア リ.

而 シテ集合管固有膜細胞 ニハ,一 般 ニ該顆粒 ヲ認 メズ,
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以上記述 セル原腎腺管ノ「カルミン」攝取及 ビ排泄状態 バ一般 ヲ表 ニ現 セバ次 ノ如 シ.

第1表

B)後 腎:

家兎ニ於テハ,交 尾後 第13日 ニシテ原腎尾端即 チ第31原 節ニ相當 スル部分ニ所謂造腎組織

ヲ生ジ,又 尿生殖蜜 ノ背面ヨリ發生 シ,頭 方 ニ向 ヒテ發育延長 シ來 タル輪尿管原基 ガ其造腎組

織 ニ達 シ,兩 者 ガ共 ニ腎臓組織 ヲ形成ス.後 腎 ノ發育,分 化ガ進 ムニ從 ヒ,訳 第 ニ其位置ヲ頭

側 ニ轉 ジ,之 ニ反 シテ原腎ハ次第ニ萎縮退行 シ,位 置ヲ尾側ニ轉ズ.

交尾後第16日 ノ者ノ後腎腺組織 ニ於テ,余 ハ始 メテ「カル ミン」排泄際ヲ認 メタ リ.

後腎ガ發育スルニツレテ,其 腺組織 が新生,發 育 シ,且 腺管 ハ延長又ハ彎曲 ノ度 ヲ増 シ,カ

クシテ妊娠末期 ニハ略ボ成熟腎ノ構造ヲ示 スルニ至ル.

後腎 ハ,屡 々上記 セルレ如 ク添加性 ニ發育,分 化ガ進 ムモノニシテ,爲 メニ深層程腺組織 ノ發

育 ガ進化シ,表 暦程之 ガ初期ナ リ.

而 シテ其發育分化 ノ過程ニ於テ,生 體色素攝及 ビ排泄状態 ガ變化 シ行クモノニシテ,其 状態

ニヨリテ余 ハ前述セル如ク「發育第1期 」,「發育第2期 」及 ビ「發育第3期 」ノ三時期 ヲ區劃 シテ

記載セリ,

「發育第1期 」ト稱 スルハ,交尾後第16日 以後 ノ腎ニ於テ余 ガ始 メテ認 メタルモハニシテ,「カ
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ル ミン」撮取像無ク,「カル ミン」排泄像ノ最初朝ノ状態 ノミヲ現ス時期ナ リ.即 チB氏 嚢,細 尿

管等 ノ孰 レノ上皮細胞ニモ「カルミン」撮取 ヲ認 ノザル時期ニ於テ,將 來細尿管部主部ノ近側部

ニ發育スべキモノ ト認 ムル部分,即 チB氏 嚢ニ近キ腺管ノ腔 内ニ稀薄ナル「カル ミン」著染内窓

物 ヲ少量認 メ得ルモノナリ,此 「發育第1期 」ノ生體染色状態 ハ,腺 組織 ガ新生 シツツアル後腎

ノ表層 ニ何 レノ時期ニ於 テモ常ニ見ルモノナリ.

「發育第2期 」ト稱 スルハ,細 尿管 ニ曲細尿管,直 細尿管 ノ厘別 ヲ形態學的ニ認 ムルニ至 リ,

且其細尿管主部ニ相當スル部分ニ於テハ形態學的 ニハ區別ナキモ,「 カルミン」攝取状態ニヨリ

テ既 ニ2部 分 ヲ區別 スル コトヲ得ルモノナリ.即 チB氏 嚢 ニ連 ル曲細尿管ノ初部ハ彎曲殆 ドナ

ク,其 ヒ皮細胞 ノ高サ比較的低ク,原 形質亦比較的少ク,顆 粒状ヲ呈シ,稍 々透明ナ リ.核 ハ

圓形 ニシテ「クロマチン」中等量,細 胞 ノ中央 ニ位 ス.而 シテ此部 ノ上皮細胞ニハ前述 セル如 ク

濃度淡 キ,大 サ及 ビ其分布 ノ一定 セザル徴細點状 ノ「カル ミン」顆粒ヲ現ス.而 シテ此部分ハ成

熟腎ノ「カル ミン」攝取ノ研究 ニヨリテ鈴木 ガ細尿管主部近側部 ト命名セル部ニ相當スル部ニ相

當 スべキモノト認ムぺキ部分ニシテ,次 ニ蓮ナル鈴木ノ所謂主部遠側部ニ相當スル部 ニハ未ダ

「カルミン」顆粒 ヲ認 メズ.

此時期ニハ近側部腔内ニハ「カルミン」著染内容物ヲ認 メズ,遠 側部以下ノ細尿管腔内ニ之ヲ

認ム.

次 ニ發育第3期 ト稱 スルハ,細 尿等主部ノ近側部,遠 側部共ニ「カル ミン」顆粒 ヲ現 シ,即 チ

其近側部 ニ於ケル該顆粒ハ濃度,色 調共ニ比較的強 ク,其 數 モ「發育第2期 」ノ者 ヨリ遙カニ多

ク,且 多ク細胞庇ニ位 シ,時 ニ融合シテ稍々粗大ナル多角形ヲ呈スル者 アリ.然 レ共遠側部 ノ

者 ハ極 メテ微細ニシテ,時 ニ噴霧状ヲ呈 シ,細 胞内ニ於ケル分布状態 が不定 ナリ.而 シテ直細

尿管 切部ニ於テハ成熟腎ノ生體色素攝取 ノ研究ニ於テ,從 來「カル ミン」吸收像 トシテ記述 セラ

レタル ト同様 ノ状態 ノ「カル ミン」顆位ノ出現ヲ認ムルモノナ リ.

此時期ニ於テハ近側部,遠 側部共ニ其腔内 二「カル ミン」著染内容物 ヲ認 メズ,即 チ其上皮細

胞 ニ「カル ミン」顆粒 ヲ現ハス腺管内ニハ「カルミン」著染物 ナク却 ツテ夫 レ以下ニナル程多量 ニ

存ス傾向アリ.

以上「發育第1期 」,「發育第2期 」,「發育第3期 」ト區別 シタルハ記載 ノ便宜上ニスギズシテ,

此間ニ多 クノ移行型 ノアルコト勿論ナ リ.而 シテ後腎 ハ漸次發育増大 シ,從 ツテ腺組織 ガ添加

性 ニ新性,増 加スルモノナ レバ發育分化 ノ略 ボ完了 シタル「發育第3期 」ノ深層ハ益々増 加シテ

後腎ノ主要部ガ成スニ至 リ,之 ヲ包 ミテ其表層部 ニ漸次末分化性ナル「發育第2期 」及 ビ「發育

第1期 」ノ層 ガ添加スルモノナリ,從 ツテ後腎全體 トシテノ「カル ミン」攝取及 ビ排泄 ノ像 ガ顯

著 トナルナ リ.

後腎縣毬體ニハ組織球 ノ出現ノ外 ハ全脛過 ヲ通ジテ「カル ミン」攝取及 ビ排泄 ノ像 ヲ認 メズ.

B氏 嚢 ハ「發育第2期 」ノ初 メニ於テハ内外2板 ヨリ成 リ,共 ニ少數 ノ微細點状ノ「カル ミン」
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顆 粒 ヲ現 スモ,原 腎B氏 嚢程著 明 ナラズ,且 絲毬 體 ガ複雑 トナ リ,夫 レト共 ニ内板 ハ形態 的 ニ

不明 トナル.然 レドモ外板 ハ明 カニ認 メラ レ,妊 娠 末期 マデ「カル ミン」顆粒 テ.現ス.其 「カル ミ

ン」 攝取状態 ハB氏 嚢 何 レノ部分 モ殆 ド同様 ニ シテ其上皮細胞 ノ核 ノ兩極 ニ少數 ノ微 細貼状 ノ

モノ トシテ認 メラル.而 シテB氏 嚢腔 内 ニハ全經 過 テ通 ジテ「カル ミン」著染 内容物 ラ見ル コ ト

ナ シ.

以 上述 ベタル後腎腺管 ニ「カル ミン」撮 取及 ゼ排泄状態 ノ一般 ヲ表 ニ現 セバ次 ノ如 シ,

第2表

サ テ以 上ハ原 腎及 ビ後 腎 ノ「カル ミン」攝 取及 ビ排泄状態 テ各別 ニ綜 合的 ニ記述 シタルモ ノナ

ル ガ,此 兩者 ガ色素攝取 及 ビ排泄機能 ニ於 テ相 互的 ニ如 何 ナル關係 ニアルカ ラ一言 セ ン.原 腎

ノ「カル ミン」排泄 ハ交尾 後第11日(0.5cm胎 見)ニ 於 テ始 リ,分 泌管 上皮細胞 内 「カル ミン」 攝

取 顆 粒ハ夫 レヨリ僅 ニ發育 セル0.55cm胎 見(同 日)ヨ リ出現 シ始 ム.而 シテ管 腔内「カル ミ ン」

排 泄像 モ,原 腎小管上皮細胞「カル ミン」攝 取顆 粒 ノ出現 モ,第15日,第16日 ニ於 テ最 モ顯 著

ニ シテ第17日 ヨリ稍 々減退 シ初 メ,第20日 以 後 ハ急激 ニ減退 シ
,第23日 ニ シテ殆 ド消失 シ,

第24日 ニ シテ全 ク消失 スル モノナ リ.然 ルニ後腎 ハ第16日 ニ シテ始 メテ,細 尿管主 部 ニ相 當

ス ベ キ部分 ノ管腔 ニ「カル ミン」排泄像 ラ認 メ,第17日 ニ シテ其 主部 近側 部 ニ相當 スベ キ部 ノ上

皮細胞 ニ「カル ミン」攝 取顆 粒 ヲ認 メ,日 テ追 フニ從 ヒ漸次 ニ「カル ミン」攝取 及 ビ排泄 像 ガ顯著

トナ リ,カ ク シテ妊 娠末期 ニ至 ルナ リ.

即 チ家兎鵬兒ニ於 テハ,芦 シ上記 ノ腺管腔内「カル ミン」ノノ移行 ト腺管特ニ所謂分泌管 上皮細
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胞 内「カル ミン」撮 取顆 粒 ノ出現 トヲ「カル ミン」排泄 機能 ノ表徴 ト認 メ得 ルモ ノ トセバ,胎 生腎

ハ交尾後第11日 ヨリ妊娠 末期 マデ「カル ミン」排泄機能 ヲ有 スル モノニ シテ,コ ノ排泄 作用 ハ先

ヅ原 腎 ニヨ リテ菅 マ レ,次 デ後腎 ノ發生 ニ伴 ヒテ,原 腎 ノ退 行,萎 縮 卜共 ニ該排泄 機能 ノ減退

ラ來 タ シ,之 ニ伴 ヒテ後腎 ノ該機 能 ノ發現,増 強 テ來 タ シ,因 リテ コノ時期 ニハ原腎 ト後 腎 卜

ガ共働 的ニ之 ヲ營 ミ,次 デ原腎 ノ消失 卜共 ニ後 腎 ガ單獨ニ之 ヲ管 ムモノニ シテ,カ ク シテ胎生

期 ニ於 ケル腎 ヨ リノ排泄 磯能 ハ中縄 スル コ トナク シテ原腎 ヨリ復腎 ニ交代 スル モノナ リ ト認 メ

得 ベ シ.

第5章　 考 按

元來腎臟 ニ於 ケル生體色素撮取 卜排泄 トノ研究 ハ極 メテ,古 キ時代 ヨ リ多數 ノ研究 家 ニ ヨリ

テ試 ミラレ,今 ハ殆 ド其研究 ノ餘 地 テ存 セザル ガ如 クニ信 ゼ ラルル程 ナ リ.然 レ ドモ腎腺 細胞

内生體色素攝取 卜排泄 トノ關係,色 素排泄 ノ部位等 ニ關 スル根本問題 ニ至 リテハ,古 來種 々論

議 セラルル モ未 ダ充 分 ナル解 決 ニ達 セザル モノナ リ.特 ニ哺乳 動物,胎 生期胃臟 ニ於 ケル生瞳

色素撮 取 ト排泄 トニ關 シテハ,從 來幾 多 ノ研究 家 ガ種 々努 力,苦 心 セル ニ拘 ラズ,今 日尚 ホ極

メテ幼稚 ナル状 態 ニ止 レリ.尤 モ胎 生時腎 臟中,妊 娠末期 ノ後腎 ノ色素攝取 及 ビ排泄 ニ關 シテ

ハ, Fees, Zeretzky, Wisloski, Frank,松 澤,井 岡,小 笠原,吉 田等 諸氏 ノ研 究 ア リテ,稍 々

明瞭 トナ レルモ,原 腎 ノ夫 レニ關 シテハ,僅 ニFrankenberger (1922),及 ビ岡村(1929)兩 氏

ノ研究業績 アル ノ ミニ シテ,而 モ兩氏 ノ業績 ハ既 ニ緒論 ニ述 ベタル如 ク,系 統 的觀察 ニ非 ズ シ

テ偶然 的 ニ成功 セル少數胎見 ノ所 見 ニ過 ギズ,且 原腎 嚢生 ノ比較的後期 ニ於 テ,單 ニ原腎 小管

腺上皮細胞内 二色 素攝取顆粒 ノ褒現 アル コ ト卜管腔内 ニ色素排泄 アル コ 卜トヲ認 メ得 タル ト云

フニ過 ギズ,特 ニ妊娠第11日 目 ト云 フ,原 腎嚢 生 ノ初期 ニ於 ケル從來 ニ於 クル唯 一 ノ成 功側 ト

シテ岡村氏 ノ報 告 セル1例 ノ所見 ノ如 キハ既述 ノ如 ク,既 ニ ミユ レル氏管 ノ襲 生等 ア リ,更 ニ

妊娠 日數 ノ進 ミタル モノナル ノ ミナラズ,胎 兒體 内 ニ色 素液 ヲ直接注射 セル爲 ニ,其 成績 ニ種 々

ノ誤 リア リシバ遺憾 ナ リ.斯 ノ如 ク,原 腎 ノ生體色 素攝 取 ト排泄 ニ關 シテハ,從 來 多數 ノ研究

家 ガ努力,苦 心 セル ニ拘 ラズ,今 日迄 遂 ニ成功 セザ リハ,主 卜シテ其研究方法 ノ不 完全 ナ リシ

ニ基 クモノナ リ.然 ルニ余 ハ種 々苦心 ノ結果
,幸 ニシテ胎生早 期 テモ比較的容易 ニシテ且完全

ナル間接 的生照色素攝取法 テ發 見 シ得 タ リ.余 ハ之 ニヨ リテ原 腎發生 ノ早期 ヨ リ,系 統 的 ニ,

各 發育時期 ラ通 ジテ,其 生體「カル ミン」攝取 ト排 泄 トニ就 テ精 細 ナル探究 ヲ塗 グ得 タ リ.而 シ

テ其得 タル所 見ハ前記各 章 ニ於 テ述ベ タル ガ如 シ.本 章 ニ於 テハ,余 ハ上記所 見 ニ基 キテ,原

腎 ノ色素攝取 卜拂泄 トニ關 シテ二三重要 ナル問題 ニ就 テ考按 テ試 ミン トス.

前述 ノ如ク,成 熟動物腎臟ニ於ケル生體色素攝取顆粒 メ發現 ト色素排泄及ビ排泄部位等ニ關スル 根本的

重要問題ハ,古 來幾多ノ研究家ガ努力,苦 心 セルニ拘 ラズ今 日両ホ充分ナル解決ニ達セザル虞ナ リ.之 等問

題 ニ關シ,從 來學説ノ主要ナルモノノ大略ヲ此處 ニ述ベンニ 先ヅ色素振取顆粒 ノ護現 卜排泄 トノ關係ニ關
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シテハ兩者ガ密接ナル關係アルモノトスル者ニハGross,清 野氏等ヲ擧ゲ得.又 之 ト反射ノ見解ヲ主張スル

者ニ鈴木氏等ア リ, Gross及 ビ2, 3ノ 學 者等ハ,色 素撮取顆粒ハ顆粒状態 ノママ尿管腔内ニ排泄セラルルモ

ノナ リト主張セルニ對 シ,鈴 木氏ハ,生 理學的ニハ,尿 分泌物中ニAltman氏 顆粒 ヲ混入スルコトナク,腺

細胞原形質ガ混入,移 行スルコトナク.又 生體可染顆粒ガ腺細胞 ヨリ尿管腔内ニ排泄セラルルコト無ミト

シ, Grosa氏 等 ノ主張ニ反對セリ.而 シテ氏ハ,腎 臟 ヨリ色素ガ排泄セラルルコトト,腎 臟腺細胞ガ色素攝

取顆粒 ヲ發現スルコトトハ區別ス可キモ ノナ リト生張セリ,何 トナ レバ色素排泄ノ最強時ニハ腺細胞内色

素攝取ハ極メテ微弱ニシテ,同 排泄ノ停止後 モ却ツテ同撮取顆粒ガ顯著 ニナレバナ リト.

鈴 木氏ノ此説ニ對シ清野氏ハ次ノ如キ見解 ヲ圭張セ リ.今 日ノ見地ヨリスレバ,色 素撮取 ト排泄 トハ無關

係ナ リト思考スルハ不可ナ リ,元 來管細胞内ノ顆粒ニ色素 ノ擶取セラレ,沈 澱スルコトハ,色 素分子ガ細胞

内ヲ通過 シテ排泄セラルル一要件ニシテ,色 素攝取 ノ一過程ナリ.故 ニ色素ヲ強 ク攝取スル 部位ノ腺細胞

ハ,色 素ヲ張ク排泄スルモノナ リト思考シ得ルナ リト.

次ニ色素 ノ排泄部位ニ就テハ,鈴 木氏ハ生體色素撮取ノ状態拉 ニ種々ノ中毒時ニ於 ケル所見ヲ基礎 トシ

テ,第1次 曲細尿管及ビ之ニ近接セル部ヲ含ム所謂主部ヲ以テ主要排泄部位卜認 メ,絲 毬體及ビB氏 嚢モ亦

該排泄作用ヲ輕度ニ有スルモノナ リトーセリ.而 シテ氏ガ絲毬體ニモ排泄作用ア リト主張スル根據ハ,「マウ

ス」ニ高度 ノ「カルミン」生體色素攝取ヲ行 フ時 ニハ,絲 毬體腔ニモ「カルミン」沈澱ヲ生ズ.又 「クローム」ニ

テ強 ク中毒セラレタル動物ニテハ主部腺細胞ガ 殆 ド全部破壊セラレ居ルニカカハラズ,尚 ホ比較的速力ニ

色素ガ排泄セラルル事實アルヲ以テ,「ガルミン」ハ主部 ノミナラズ絲毬體ヨリモ排泄セラルルコト疑ナシ.

唯茲ヨ リ排泄セラルル「カルミン」量極メテ少量ナルガ故 ニ,コ ノ部ニ「カルミン」排泄 ニ關スル何等ノ痕跡

ヲ通常止 メザルノミナ リトセ リ.此 説ニ對シMonendorf, Hober等 ハ,色 素排泄ハ主 トシテ絲毬體 ヨリ行ハ

ルルモノニシテ,細 尿管上皮細胞内ニ出現スル色素撮取顆粒ハ,所 謂圭部,及 ビ其以下 ノ部モ共 ニ殆 ド全部

絲毬體ヨリ排泄セラレタル管腔内色素 ノ吸収ニヨリテ 發現スルモノナリトセ リ.氏 ガ斯 ノ如キ主張 ヲナス

論據 トシテハ,主 部,其 他 ノ腺細胞色素撮取顆粒ハ,最 初ハ腺細胞 ノ管腔面ニ發現スルモノニシテ,漸 次細

胞底部ニモ色素顆粒ガ認 メ得ラルルニ至ルト云フ所見ナ リ.

本 問題 ニ對シ西丸氏ハ別ノ方面ヨリ興味アル研究ヲ試 ミタリ.即 チ氏ハ「ガマ」ニ於テハ,細 尿管 ト線毬

體 トハ血管ノ分布ガ夫々獨立 シテ匠別セラレ,前 者ニハ腎門脉後者 ニハ腎動脉 ガ分布 スルモノナ リトノ解

剖學的所見ニ立脚シ,兩 血管ヨリ各別 ニ種々ノ色素液 ヲ注入シ,其際ニ於ケル尿中ヘノ色素排泄 ノ状態ヲ觀

察セルニ,「カルミン」ニ於テハ腎動脉内へ注入セル際ニノミ尿中へ排泄セラルルモノナルコトヲ認 メ,從 ツ

テ之等色素ハ絲毬體ヨリ排泄セラルルモ ノニシテ,腎 小管 ヨリ排泄セラルルモノニハアラズ ト主張セリ.

又Mollendorfニ ヨ レバ「オタマヂャクシ」ニ「トリバ ン青」生體染色 ヲ施セシニ, B氏 嚢上皮細胞ガ扁平 ト

ナリテ居ルモノニ限 リテ.換 言スレバ,其 上皮細胞ガ既ニ分化 シテ恐ラク色素透過性ガ生 ジタルモノニ限 リ

テ,細 尿管ニ其色素ガ撮取サ レテ居ルコトヲ記載セリ.

余 ノ胎生期 賢臟 ノ生體色 素擁 取及 ビ排泄 済關 スル研 究 ハ,素 ヨ リ上述 ノ如 キ根本 的 ノ大 問題

ニ關 シテ,立 入 リテ論議 シ得 ル有 力 ナル所 見 テ提供 シ得 ルモ ノニハ ァラザ レ ドモ,併 シ之等 問

題 ニ關連 アル興味 アル二三 ノ事實 ヲ認 メ得 タルテ以 テ,聊 カ茲 ニ論 ゼ ン トスル モノナ リ.
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其一ハ,胎 生時ニ於ケル腎組織 ノ發育,分 化 ノ最初期ニ於 テハ,成 熱動腎臟 ノ分泌部即 チ所謂

主部 畠相當 ス橿キ所謂分泌管上皮細胞竝ニ其他 ノ上皮細胞内ニ生體 色素 攝取顆粒 ガ未 ダ嚢現 セ

ザル時期 ニ於 テ,已 ニB氏 嚢 ニ接近セル所謂分泌管起始部管腔内ニ,極 メテ稀薄ナ レドモ色素

ノ存在,即 チ移行テ認 メ,色 素排泄 アルコ トヲ證明 シ得 タル事實 ナリ.之 ト共 ニ興味アル他 ノ

事實ハ,胎 生期第21日,乃 至第23日,即 チ原腎阻織 ガ變性萎縮 ニ陷 リ,將 ニ其排泄機能 ガ消

滅スル時期ニ於テハ,所 謂分泌管上皮細胞内ノ生體色素攝取顆粒ハ少數,且 不明瞭 トナ リ,遂

ニハ全ク失減 スルニ拘 ラズ,其 管腔内特 ニ分泌管起始部管腔内ニ色素ノ移行像 ヲ證明 シ得ルコ

トナリ.之 ニ反 シテ原腎發育完成 シテ其排泄機能モ恐 ラク盛ナ リト推定 シ得ベキ,上 記 ノ兩極

端明ノ中間時間ニ於 テハ,所 謂分泌管腺管上皮細胞内ニハ顯著 ナル生瞭色素攝取顆粒ガ既述 ノ

如キ一定 ノ特徴アル状態 ニ顯著ニ發現 スルニ拘 ラズ,其 管腔内 ニハ却 ツテ色素内容物 テ認 メ得

ズ.而 シテ集合管, W氏 管等末梢部ニ著明ナル色素ノ排泄像3明 和 レモノナ リ.

之等ノ諸事實ニ基 キテ,吾 人ノ確 カニ主張 シ得 ト信ゼラルル コ トハ次ノ事ナ リ.

1)所 謂分泌管腺上皮細胞内ニ生體色素攝取顆粒テ全然發現 セシムルコトナク シテ,管 腔内

移行,即 チ排泄 ガ行ハ レ得ルコ ト.

2)「 カルミン」ノ排泄ハ,少 タ トモ,原 腎發育分化ノ最初期 ト,最 終期 トニ於テハ,絲 毬體,

 B氏 嚢ジ若クハ之ニ直接連續 スル所謂分泌管起始部 ヨリ行ハルルモノナルコ ト.

然 レドモ,更 ニ一歩進 ミテ,此 際 コノ排泄 ハ絲毬體及 ビB氏 嚢自己ニ於テ行 ハルルモノナ リ

ヤ又ハ排泄像テ認ムル分泌管起始部自己子行ハルルモノナ リヤノ問題 ノ解決 ニ關 シテハ,有 力

ナル根據テ證明 シガタシ.

余ノ原腎ニ於ケル研究 ニ於 テハ,鈴 木氏ガ成熱「マウス」腎臟 ニ就テ謹明セルガ如キ直接B氏

嚢ニ色素ノ排泄像ヲ認ムルヲ得ザリシバ,前 説 ニ對 シテ遺憾 ナル點ナ レドモ,コ ハ原腎 ニ於 テ

ハ成熱「マウス」ニ於ケルガ如キ高度 ノ色素排泄ナキ結果ナ リトモ解 シ得ルヲ以 テ
,コ ノ點 ニヨ

リテ絲毬體及 ビB氏 嚢 ヨリノ排泄テ否定スル能ハザルナ リ.

次ニ注意スベキハ前述 ノ1項 ニ於テ述ベタル如ク,原 腎 テ於テハ其發生ノ初明 ト終期 ニ於 テ

ハ, B氏 嚢及 ビ所謂分泌管上皮細胞内「カル ミン」攝取 ト無關係 ニ「カル ミン」排泄 ハ行ハ レ得ル

モノナレドモ,之 ニ據 リテ,原 腎發育完成期ニ於テモ同様 ニ,上 皮細胞内「カルミン」攝取顆粒

ノ發現 ト「カルミシ」排泄 トハ全然無關係 ノモノナリトハ斷定 シ難 シ
.何 トナ レバ.原 腎發育 ノ

完成期ニ於 テハ,上 述 ノ如ク管腔内ニ「カル ミン」ノ移行,即 チ其排泄像ガ顯著ナル ト共 ニ,所

謂分泌管 上皮細胞内「カル ミン」攝取顆粒 ノ發現 モ亦高度 ニシテ,且 其發現状態ニ於テ,原 腎小

管他部 ノ上皮細胞内ニ幹ケルモノ ト區別 シ得ル特徴 ヲ有 シ,成 熱動物腎臟 ノ所謂主部ニ於 ケル

ト略ボ同様 ノ生體色素攝取状態 ヲ示 スモノナ レバナ リ.

從ツテ此點 ヨリ觀 レバ,清 野氏等 が成熟動物腎臟 ニ於テ主張 セル ト同様,腺 細胞内生體色素

毎取顆粒 ノ發現 ト色素排泄様能 トハ平行セル密接ナル關係 アルモノナリト認 メ得ベク,而 シテ
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吏 ニ一歩進 ンデ斯 ノ如 キ 關係 ニ様 リテ,清 野氏 ガ論斷 セル如 ク「腺細胞 内 ノ顆粒 ニ色 素 ガ撮取

セラ レ,沈 着 スル コ トハ,色 素 ガ細 胞内 ヲ通過 シテ排泄 セラルル一要件 ニ シテ,色 素排泄 ノ一

過程 ナ リ.故 ニ色素 テ強 ク攝 取 スル部位 ノ腺 細胞 ハ色 素 ヲ強 ク排 スル モノナ リ」卜,果 シテ主張

シ得 ルモ ノナ リトセバ,原 腎 ニ於 テモ亦 同様 ナル主張 テ爲 シ得ル モノナ リト信 ズルモ ノナ リ.

次 ニ「カル ミン」排泄像 卜排泄 部位 ノ關係 ニ就 テ一言 セン.

原 腎 ニ認 メラル ル「カル ミン」管腔 内出現,即 チ排泄 像 アル部 ハ即 チ其 排泄 ガ菅 マルル部位 自

己ナ リヤ否 ヤノ問題 ニ關 シテハ直接解決 ノ根據 トナ リ得ベ キ所見 ナ キモ,恐 ラクハ成熱動動物

腎 臟 ニ於 ケル ト同機,排 泄 セラ レタル「カル ミン」ガ末 梢部 ニ向 ツテ移動 スルモ ノナ リ ト推 定 ス

ル モノナ リ.何 トナ レバ,原 腎 發育完成期 ニ於 テハ,「 カル ミン」排泄 ハ前述 ノ如 ク絲毬體 及 ビ

所 謂分泌管 ニ於 テ營 マルル モノ ト認 ムベキモ ノニ シテ,而 モ排泄 セラ レタル「カル ミン」ハ,之

等排泄 部位 ニ認 メラ レズ,之 ヨ リ末梢部 タル 集合 管及 ビW氏 管 内ニ多量 ニ 認 メラル ルモ ノナ

レバナ リ.之 等末梢部原腎 小管 上皮細胞 ガ排泄 機能 テ有 セザ ル コ トハ其形 態學 的性状,「 カル ミ

ン」攝取 ノ状 態 等 ニ於 テ成熟腎臟 ノ導管(ausfuhrungsgeng)ニ 於 ケル ト類似 セル コ トニ比較 シ

テ首肯 シ得 ル處 ナル ベ シ.從 ツテ之等末梢部 管腔 内 ニ於 ケル「カル ミン」ハ上流部 ヨ リ排泄 セラ

レタル「カル ミン」ガ假令 極 メテ徐 々ナル ニセ ヨ,末 梢部 へ流動 シ,茲 ニ於 テ,恰 モ成熱腎 ニ於

ケル ト同様 水分 ノ吸收 ニ ヨリテ濃縮 セラ レ,顯 著 ナル「カル ミン」沈 澱乃 至塊 トシテ存在 スルモ

ノナ リト斷定 シ得 ベ キモノナ リ.

尚 ホ原 腎 ニ於 テ此 ノ如 キ排泄物 ノ流動 ア リ トス レバ,原 腎發生初期及 ビ終 期 ニ於 テ,分 泌管

起 始部 ノ ミニ認 メ得 ラル ル 「カル ミ ン」排泄塚 ハB氏 嚢 ヨ リ稀薄 ナル状態 ニ於 テ排泄 セラ レタ

ル モノガ,此 部 ニ至 リ,濃 縮 セラ レテ顯微鏡的 可視性 トナ レル モノナ リ トノ上述 ノ推 定 モ可能

ナ リ.

猶ホ敷波氏ハ原腎發育 ノ或時期 ニハ原腎小管ノ一部管腔 ガ膨大部,即 チ所謂罎状部ヲ形成ス

ル コトテ證明 シ,コ レヲ原腎排泄物 ノ蓄積ニ基ク壓迫 ニ因ル膨大ナ リト推定 シ,更 ニコノ推定

ヲ根據 トシテ,原 腎 ノ排泄機能ノ存 在テ断定 セリ.然 レドモ胎見ニ於ケル管腔 テ有 スル臟器,

例之循環器,清 化器系統等 ニ於テ,心 臟或ハ胃ノ如キ特別膨大部ヲ發生スルモ,コ レガ内容蓄

積 ニ因ル機械的原因 ニ基クモノナ リト斷定スベキカ或ハ其自體斯カル膨大テ形成 スベキ本來ノ

性質或ハ運命ヲ有 スルモノナ リト解スベキヤ疑問ニシテ,少 ク トモ余 自身ハ之ヲ自然本來 ノ特

殊性 ニ節 スベキモノニシテ,原 腎ニ於ケル上記膨大部 ノ形成モ亦同様 ノ意味ニ解釋 スべキモノ

ト信 ズルモノナ リ.

最後 ニ一言 シ度 キハ,前 述 ノ如ク, Mollendorf等 ガ主張 セル如ク,腎 臟小管上皮細胞 ニ出現

スル生體色素攝取顆粒ハ,嚢 現 ノ最初ニハ常 ニ其管腔面ニ認 メラルルモノニシテ,排 泄 セラレ

タル色素 ガ管腔面ヨリ再 ビ吸收 セラレテ發現 スルモノナリヤ否ヤノ問題 ナリ.コ ノ問題ハ腎臟

ノ生體色素攝取 ト排泄 トノ關係及 ビ排泄,部 位 ニ關 スル主要 ナルモノナルガ,原 腎ニ於テ果 シ
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テ加何 ナル關係 テ示スヤ,前 述 ノ如ク,余 ノ研究ニ於テハ,後 賢直細尿管ニハ斯 ル再吸收像テ

證明 セルモ,原 腎集合管竝 ニW氏 管上皮細胞ニハ全然「カル ミン」攝取像 ヲ認 メザルモノナ リ.

猫ホ此點 ニ關 シテハ目下色素注入後種々ノ時間毎ニ其色素攝取 ト排泄 トノ状態 ニ就テ精査 シツ

ツアリ,後 日稿 テ更メテ論述セントス.

第6章　 結 論

以 上各章ニ亙 リテ述ベタル實驗成績 卜考按 トニ基キ,余 ハ次 ノ如キ結論ラ下サ ントス.

1)家 兎胎見ニ於テ,其 胎見 卜胎盤 トノ中間ニ於テ,胎 水中ニ「カル ミン」溶液 ラ注入スル コ

トニヨリテ從來殆 ド全不可能ナ リトセラレタル,家 兎胎兒嚢生ノ全期就中,其 前半期 ニ於 テ,

比較的容易ニ且確實ニ,完 全ナル間接生體色素攝取ヲ施 シ得.

2)原 腎及 ビ後腎ニ於テハ,成 熟動物腎臟ニ於ケル ト殆 ド同様 ノ状態 ニ「カル ミン」ノ管腔内

移行 ト腺上皮細胞内攝取像ヲ示 スモノナリ.從 ツテ成熱動物腎臟 ニ於 ケル ト同様 ノ意味ニ於

テ,色 素ノ排泄 ト 取機能ガ營マルルモノナリト認 メ得.

3)コ ノ原腎「カル ミン」ノ排泄 ト 取機能 トノニ機能ハ,原 腎組織 ノ形態學的發生 ト同時 ニ

發現スルモノニハ非ラズ シテ,前 者ハ後者 ニ僅 カニ遲 ルルモノナ リ.

4)之 卜同標,後 腎 ニ於テモ先 ヅ其原基ノ形態學的襲生,分 化 ガ或程度 ニ行ハ レタル後 「カ

ルミン」ノ排泄 ト攝取 トノニ機能ノ發現,分 化ア リ.而 シテ全者ノ状態ハ成熱動物腎臟 ニ於ナル

ト殆 ド全ク同標 ナリ.

5)原 腎 ノ退行變性ニ陷 リ,消 滅 セン トスルニ當 リテハ,其 色素排泄及 ビ攝取機能 ガ漸次減

退スル ト共ニ,後 腎ニ於テ漸次茲 ニ機能 ノ發育,分 化アリ.而 シテ原 腎ノ該二機能消滅 ト同時

ニ後腎 ニ於テ之テ完全ニ管ムニ至ルモノナ リ.從 ツテ原腎 ノ退行變性期 卜後腎ノ發育分化期 ト

ハ,形 態學的ニ相件 ヒテ行ハルル ト共 ニ,其 排泄及 ビ攝取機能ノ減退,消 滅 ト分化,發 育 トガ

相對的 ニ相關聯 シテ併 ビ行ハレ,相 互ニ巧 ニ代償 セラレ,遂 ニ該機能ノ原腎 ニ於ケル完全ナル

消滅 ト後腎ニ於ケル完全 ナル發現 トガ交代スルニ至ルモノナリ.コ ノ事實ハ,家 兎胎生期ニ於

テ腎臟ヨリノ排泄作用 ガ必要,缺 クベカラザルモノニシテ,從 テコノ必要 ナル機能ハ原腎 ノ消

滅 ト後腎 ノ發生 トノ移行交代期ニ斡テモ,該 作用ノ缺落ナキ様自然ニ代償調節セラルルモノナ

リト解釋 スベキモノナ リ.

6)原 腎 ノ發生,分化 ノ最初ニ於ケル「カル ミン」ノ排泄像 ハ交尾後第11日 ,胎 兒身長0.5cm

ノモノニ於テ認 メラル.而 シテ其發現部位(排 泄部位 ニ非ズ)ハB氏 嚢へ分泌管 ガ移行 スル部

位,即 チ原腎小管起始部ナリトス.

7)コ ノ原腎發生ノ最初期ニ於ケル排泄 ハB氏 嚢及 ビ原腎小管上皮細胞内「カルミン」攝取無

ク シテ行ハルルモノナリ.

8)原 腎 ノ發生,分 化 ノ最初期 ノ「カル ミン」撮取ハ交尾後第11日 ,胎 兒身長0.55cmノ モノ

53



2518 林 昇

ニ於テナリ,而 シテ其發現部位ハB氏 嚢内外兩板 ト之ニ連 ナル原腎小管 ノ所謂分泌管 ノ上皮細

胞ナリトス.

9)B氏 嚢上皮細胞内「カル ミン」攝取状態 ニ關 シテハ,交 尾後第11日 後半期(0.55cm)ニ 於

テハ内外兩板 ニ之ラ認ムルモ,第12日 以後ニ至 レバ,内 板不明 トナル ト共 ニ其「カルミン」攝取

モ不明 トナリ,外板上皮ニ於テハ,第12日 以後ハ原腎小管反對側 ニ於テモ攝取顆粒漸次現ル.

第20日 以後 ニ於テ絲毬體變性消滅ニ陷 レル者ニアリテハ,其B氏 嚢外板上皮細胞内「カル ミン」

攝取全ク陰性 トナル.

10)原 腎小管腺 上皮細胞 ノ「カル 電ン」攝取状態 ニ就テハ,交 尾後第12日 ニ於テ,小 管ハ所

謂分泌管 卜集合管 トノ兩部 ガ形態學的分化ガ行ハルル ト共 ニ,生 體色素攝機能モ亦兩部間ニ明

瞭ナル分化 アリ.部 チ前者ニ顯著ナル攝取 アリテ,後 者ニハ全然ナシ.

11)所 謂分泌管ハ交尾緩第13日 以後 ニ於テハ,形 態學的 ニハ遠部,近 部 トノニ部分 ニ分化

ガ行ハルルニ對 シ,「カルミン」攝取機能ニ於テハ第15日,第16日 ニ於テ遠部,部 中,近 部ノ

三部分ニ分化スルモノナ リ.

12)第15日,第16日,第17日 ニ於 テハ,殊 ニ著明ニ分泌管遠部上皮細胞 ノ管腔面 ニ於テ,

成熱動物腎臟 ニ認 メラルル ト同様 ノ,所 謂「クチクラ」ノ「カル ミン」染色像テ登現 ス.

13)第21日 以後 ニハ,原 腎 ハ殊 ニ著明ニ頭部ヨリ尾部 ニ向 ヒテ形態學的 ニ退行性變化進

ミ,之 ニ伴 ヒテ,原 腎小管上皮細胞内「カル ミン」攝取機能モ亦漸次減退,消 滅 ニ陷 ル.即 チ先

ヅ所謂 分泌管上皮細胞内「カル ミン」攝取 ノ特 異性ニ基ク三部分 ノ區別即 チ遠部,中 部,近 部ノ

區別ガ不明 トナ リ,更 ニ進 ミテ,第23日 以後 ニハ「カルミン」攝取機能消滅 ス.

14)原 腎嚢育分化ノ最初 ト最後 トノ兩期間ニ於ケル 「カル ミン」排泄像ハ上記 ノ如 ク分泌管

起始部二僅 カニ痕跡的 ニ認メ得ルニ過 ギザルニ反 シ,コ ノ兩極端期 ノ間,即 チ原腎發育ノ完成

期 ニ於 テハ,集 合管及 ビW氏 管ニ顯 著ナル「カル ミン」排泄像テ示ス.而 シテ前者ノ場 合ニハ,

「カルミン」攝取ハ全然ナキカ又ハ極 メテ輕微 ナルニ反 シ,後 者 ノ場合ニハ顯著ナリ.從 テ成熱

動物腎臟 ニ於クル ト同様,コ ノ「カルミン」排泄像 ヲ其排泄機能 ノ標示 ト看做 セバ,「 カル ミン」

攝取 卜排泄 トノ兩機能ノ程度ハ略ボ平行スルモノナ リト認 メ得.

15)原 腎ニ於ケル「カルミン」ノ排泄部位 ニ關 シテハ,原腎發生 ノ最初 ト最終ノ兩時期 ニ於テ

ハ,分 泌管 トB氏 嚢 トノ移行部以 止,即 チ絲毬體, B氏 嚢,若 クハ之 ト分泌管起始部 ト認ムベ

キモノニシテ,一 派 ノ學者ノ説 ケル如ク,腎 腺管上皮内ノ「カル ミン」顆粒ガ排泄 ノ標示ナリト

セバ原腎發育完成期 ニ於テハ,主 トシテ所謂分泌管 ト認 ムベキモノナ リ.然 シ此點爾ホ後 日ノ

研究テ要スベキ問題 タリ.

16)後 腎 ノ直細尿管上皮細胞 ニハ「カル ミン」ノ所謂再吸收像 テ認 ムルモ原腎集合管,及 ビ

W氏 管上皮細胞ニハ之ヲ認 メズ.

17)原 腎發生ノ早期即チ第9%日 乃至第10日 以後 ニ於テハ,原 腎小管及 ピ綜毬體原基 ノ間
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隙内ニ,造 血第2期 ニ於ケル,清 野,勝 沼,中 院氏等ノ所謂類組織球ノ發現 アリ.而 シテ本細

胞ハ第13日 以後 ノ原腎組織内ニ出現 スル造血第3期 ノ組織球 トハ 生體色素攝取ノ性質 ニ於 テ

異ルモノナリ.

18)原 腎絲毬體毛細血管内皮細胞ハ輕微ナル 「カル ミン」攝 取ヲ營ム,而 シテ其一部 ノモノ

ハ肥大シテ血管腔内ニ遊離組織球 テ形成 スルモノ ト認 ム.

19)交 尾後第20日 以後 ニ於テハ,原 腎ニ退行性變化特 ニ進 ミ,絲毬體 ニ於 テハ血管ノ荒廢,

血球 ノ崩壊ニ伴 ヒテ,幼 若結締織性細胞 ノ増殖 アリ.而 シテ該細胞 ニハ生體色素攝取陰性 ナリ.

同時ニ組織性細胞 ノ増殖 ヲ認 ム.小 管分泌部ニ於テハ,形 態學上未 ダ明カナル變性 ヲ認 メ得ザ

ル早期 ニ,其 腺細胞ノ生體色素攝取 幾能ノ變化ニアリテ,該 機能分化ニ基ク近部,遠 部 ノ區別

消失 ス.

20)後 腎ノ發生,分 化 ハ妊娠末期ニ至ル迄深層,中 心部ヨリ表層 ニ向ツテ添加性 ニ行 ハルル

モノニシテ,同 一後腎 ニ於テモ,生 體「カル ミン」攝取及 ビ排泄機能 ノ分化程度ニ相違 ナリ.

夫 レニヨリテ余ハ後腎 發育,文 化 ヲ第1期,第2期,第3期 ノ三種 ニ區別 ス.

a)第1期 ハ交尾後第16日 ニ於テ初 メテ認メタル者ニシテ又第16日 以後 ノ表暦未分化部ニ

常 ニ認 メラルルモノニシテ,腎 小體及 ビ細尿管ニ於ケル生體色素攝取性 ノ分化未ダ全ク無ク,

細尿管起始部腔内ニ極 メテ輕微ナル色素排泄際ラ證明スルモノナ リ.

b)第2期 ハ交尾後第17日 ノ深層又ハ其以後 ノ中層ニ於テ認 メラルル處ニシテ, B氏 嚢,及

ビ曲細尿管腺 上皮細胞 ニ生體色素攝取顆粒發現 ス.

c)第3期 ハ交尾後第20以 後 ノ深部ニ於テハ細尿管 ノ發育,分化略ボ完成 セルモノニ シテ其

上皮細胞 ノ生體色素攝取性ノ特異性 ニヨリテ曲細尿管ニ近側部,遠 側部 ノ區別 テ生ジ,且 直細

尿管ハ生體色素攝取陽性 ナル下行脚 ト其陰性ナル上行脚 トガ分化ス.即 チ後腎組織 ノ發育,分

化 ノ完成セルモノナリ.

稿 ヲ終ルニ際シ,御 指導 ト御校閲 トヲ賜ハ リシ恩師安藤教授及ビ中院孝圓博士ニ満腔 ノ謝意ヲ表 シ,

々有益ナル御助言ヲ與ヘラレタル解剖學教室關助教授ニ謝意ヲ表ス,(昭 和6.5.6受 稿)
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 v. Molleratorf, Handbuch der mikroskopisChen Aniitoinie des mensohen. VII/I. Hitirn-und Geschlechtsap

paint. I, 1930.
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附 圖 説 明

I交 尾後第12日 家兎胎兒 ノ原腎 ノ生體「カルミ

ン」攝取状態

A)原 腎全景(中 部以下ニ「カルミン」顆粒ヲ有セ

ズ)(弱 擴大)

B. E.胚 上皮

B)原 腎頭部(中 擴大)分 泌管ニ「カル ミシ」顆粒 ア

リ.集 合管ニ「カル ミン」顆粒ナシ

G. L.絲 毬體

H. Z.組 織球

C)原 腎中部(中 擴大)分 泌管ニ於ケル「カル ミン」

顆粒發現ノ頭部ニ比 シテ弱 シ

KE.胚 上皮

D)原 腎頭部 ノ分泌管上皮ニ於ケル「カルミン」顆

粒(強 擴大)

E)原 腎中部分泌管上皮ニ於ケル「カルミン」顆粒

(強擴大)

II交 尾後第15日 家兎胎児 ノ原腎,生 殖腺及ビ後腎

ニ於ケル「カルミン」振取状態

(弱擴大)

N. N.後 腎

K. D.生 殖腺

U. N.原 腎

G. L.絲 毬體

T. S(I)分 泌 管近部

T. S(II)分 泌 管 遠 部

T. C.集 合管

III交 尾 後 第16日 家兎 胎 兒 ノ 原 腎 分 泌 管 及 ビB氏

ニ於 ケ ル「カル ミソ」攝 取 状 態

A) B. C.ボ ウ マ ン氏 嚢

G. L.絲 毬 體

H. Z.組 織球

T. S(I)分 泌 管 近 部

B) T. S(III)分 泌 管 中央 部

C) T. S(II)分 泌 管 遠 部

K. S.「 カ ル ミ ン」色 ヲ呈 セル 「ク チ クラ」

T. C.集 合 管

IV交 尾 後 第22日 家 兎 胎 児 後 腎 ノ 「發 育 第3期 」 ノ

細 尿 管 ニ 於 ケル 「カ」顆 粒 ノ分 布状 態

A)細 尿 管 主部 近 側部 ニ於 ケ ル「カ ル ミ ン」攝 取 状

態

B. C. B氏 嚢

H. Z.組 織 球

G. L.絲 毬 體

H. K. (I)細 尿 管 主部 近 側部

B)細 尿 管 主部 遠 側 部 ニ於 ケル 「カ ル ミ ン 攝 取 状

態

C)直 細 尿 管 初 部 ニ於 ケ ル「カル ミン」分 布 状 態

爲 眞 説 明

I交 尾 後 第15日 家 兎胎 児 原 腎 ノ分 泌 管 上 皮 ニ 於

ケ 几「カル ミン」攝 取 状態

T. B. (I)分 泌 管 近 部

T. C.集 合管

G. L.絲 毬 體

Zeisa Okul. 7. Obj. 20. Kameralange 42cm.

II交 尾 後 第20日 家 兎胎 兒 原 腎集 合 管腔 内 ニ 於 ケ

ル「カ ル ミン」著 染 内容 物

C.カ ル ミ ン沈 澱 物

Zeiss Okul 7. Obj. 20. Kameralange 36cm.

III交 尾 後 第21日 家 兎 原 腎 ニ於 ケル 「カ ル ミ ン」攝

取 状態

G. L變 性 ノ過 程 ニア ル絲 毬 體

T. S「 カル ミン」攝 取 不規 則 ナ ル 分 泌 管 上 皮

細 胞

T. C.集 合 管

Zeiss Oku1 7. Obj. 20. Kamera1ange 73cm.

IV交 尾 後 第17日 原 腎 分 泌 管

T. S(II)分 泌 管 遠 部

K. S.上 皮 ノ「クチ ク ラ」ノ「カ ル ミ ン」染 色 セ ル

者

Zeiss Oku1 7. Obj. 20, Kameralange 52cm.
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Kurze Inhallsangabe.

Experimentelle Untersuchung uber die sekretorische Funktion

 der Harnorgane des Saugetierembryos.

Von

Noboru Hayashi. 

Aus der Universitats-Frauenklinik Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. K. Ando).
Eigengangen am 6. Mai 1931.

Seitdem die Vitalfarbung als Untersuchungsmethode fur die sekretorische Funktion 

der Niere der erwachsenen Saugetiere eingefahrt wurde, ist die Untersuchung der 

Nierenfunktion weit sicherer und eingehender als mit der bisher allgemein angewendeten 

einfachen morphologischen Methode geworden.

Obwohl die Ausscheidungsfunktion der Harnorgane bisher von vielen Autoren 

untersucht wurde, handelte es sich doch meistens um eine Untersuchung, welche nur 

von dem morphologischen Standpunkt aus gemacht wurde. Daher gibt es noch keine 

Arbeiten, bei welchen man Farbstoff oder eine andere Substanz in den Embryo iibergehen 

liess und den Ausscheidungszustand derselben in die embryonalen Harnorgane systema
tisch untersuchte. Ebenso wie die Nachniere zeigt auch die Urniere eine Entwicklung, 

die in folgender Reihe verlauft: Glomerulus, Bowmannsche Kapsel, Urnierenkanalchen 

(Harnkanalchen) und Wollfscher Gang. Die Urnierenkanalchen werden weiter in 2 
Partien, in Tubulus secretorius und in Tubulus collectivus eingeteilt. Ob diese Partien 

Wirklich, wie ihre Namen besagen, an der Ausscheidungsfunktion teilnehmen? Welche 

Veranderung zeigt die sekretorische Fuuktion der Urniere im Laufe jeder Generation 

von der Entstehung, in der Entwicklung bis zur Atrophie? Welche Beziehung hat die. 

sekretorishe Funktion zu der Struktur der Epithelzellen der Urnierenkanalchen? In 

welchem Zusammenhang steht die Ausscheidungsfunktion der Urniere mit der Entsteh

ung und der Entwicklung der Nachniere? tber diese verschiedenen Fragen and caber 

die Entstehung und Entwicklung der Nachniere gibt es heute noch keine entscheidenden 

Studien. Die urogenitalen Organe entwickeln sich im allgemeinen, indem 3 Generationen, 

Vorniere, Urniere und Nachniere allmahlich nacheinander ablaufen. Die Vorniere zeigt 

jedoch bei Saugetieren eine so stark unvollstandige Entwicklung, dass sie sofort zum 
Verschwinden kommt, weshalb ich nur bezuglich der Urniere und Nachniere die oben 

erwahnten verschiedenen Untersuchungen vornahm.
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Als Versuchstiere kamen Kaninchen zur Verwendung. Was den Farbstoff anbelangt, 

so verwendete ich hauptsachlich Lithionkarmin, das ich je nach dem Grad der Entwick

lung der Tiers in verschiedenen Prozentsatzen und Mengen injizierte. Was die Injek

tionsmethode anbelangt, so injizierte ich durch die Aussenwand des Uterus hindurch in 

eine Partie zwischen Plazenta und Embryo, wo die Nabelschnurgefasse verlaufen. 24 

Stunden danach extrahierte ich die Embryonen und verwendete these zur Untersuchung. 

Eingehende Besprechung uber dieses Verfahren ist in dem Original nachzulesen.

Aus meiner Untersuchung ergeben sich die folgenden Resultate: Die Urniere fangt 

am 11. Tage nach der Begattung an den Farbstoff auszuscheiden. Diese Ausscheidung 

wird immer deutlicher, um am 15. and 16. Tage am deutlichsten zu werden. Vom 17. 

Tage ab zeigt sie rich allmahlich schwacher, vom 20. Tage ab schwacht sie sich plotzlich 

stark ab, um schliesslich am 24. Tage iiberhaupt nicht mehr zu Tage zu treten. Die Farb

stoffausscheidung der Nachniere beginnt erst am 16. Tage und wird um so deutlicher, je 

weiter die Schwangerschaft fortschreitet. Die Abwechselung der Ausscheidung der 

Urniere und Nachniere geht sehr fein vor sich. Es wurde als Tatsache anerkannt, dass 

die Urniere nichts anderes ist als ein vorbereitendes Organ bis zu der Entwicklung der 

Ausscheidungsfunktion der Nachniere, wie bis jetzt die verschiedenen Autoren auch 

vermuteten.

Ausserdem zeigen die vitale Farbstoffaufspeicherung und der Ausscheidungszustand 

des Farbstoffes der Urniere und Nachniere je nach dem Entwicklungsgrad dieser Organe 

eine eigentliche Verschiedenheit; die Zahl, Grosse, Konzentration, der Farbenton und 

die Lage der in die Drusenepithelzellen aufgenommeneu Farbstoffgranulae und die 

Grosse, Menge, Konzentration und Lage der in den Kanalchen ausgeschiedenen Farbstoff

sedimente haben spezifische Eigenschaften. 

   Indem ich den Zustand der Farbstoffaufspeicherung und-ausscheidung im Vergleich 

zu den bisherigen morphologischen Befunden systematisch beobachtete , beschaftigte ich 
mich mit der Ausscheidungsfunktion der urogenitalen Organe der Siugetiere.

(Auloreferat.)

57


